
有
識
者
懇
談
会
９
時
半
開
始

５
０
代
で
生
活
が
困
窮
す
る

「
８
０
５
０
問
題
」
も
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
き
め
細
か
な

支
援
が
急
務
だ
。
２
０
１
５

年
に
若
年
層
（
１
５
〜
３
９

歳
）
を
対
象
に
し
た
調
査
で

は
ひ
き
こ
も
り
の
人
は
約

５
４
万
人
で
、
今
回
は
こ
れ

を
上
回
っ
た
。

　

内
閣
府
の
担
当
者
は
「
ひ

き
こ
も
り
は
若
者
特
有
の
現

象
で
は
な
い
」
と
強
調
。
調

査
時
期
の
違
い
な
ど
は
あ
る

が
全
体
で
１
０
０
万
人
を
超

え
る
と
の
見
方
を
示
し
た
。

　

調
査
は
昨
年
１
２
月
に
実

施
。
４
０
〜
６
４
歳
の
人
が

い
る
全
国
５
千
世
帯
を
調
査

　
【
共
同
】
政
府
は
２
９
日
、
新
元
号
の
選
定
手
続
き
に
関
す
る
検
討
会
議
（
議
長
・

菅
義
偉
官
房
長
官
）
を
首
相
官
邸
で
開
い
た
。
菅
氏
が
記
者
会
見
で
新
元
号
を
公
表

す
る
の
は
４
月
１
日
午
前
１
１
時
半
ご
ろ
に
す
る
と
決
め
た
。
新
元
号
の
原
案
を
示

す
有
識
者
懇
談
会
は
午
前
９
時
半
か
ら
始
め
、
約
２
時
間
で
決
定
、
公
表
す
る
。
安

倍
晋
三
首
相
は
正
午
ご
ろ
か
ら
会
見
し
、
談
話
を
発
表
す
る
。
菅
氏
が
２
９
日
の
閣

議
で
報
告
し
た
。

史
学
、
東
洋
史
学
」
の
分
野

か
ら
選
び
、
３
月
１
４
日
付

で
正
式
に
委
嘱
し
た
。

首
相
談
話
は
正
午
発
表

ど
も
背
景
に
あ
る
と
み
ら
れ

る
。
期
間
は
７
年
以
上
が
半

数
近
く
を
占
め
、
長
期
化
・

高
年
齢
化
が
裏
付
け
ら
れ

た
。

　

３
人
に
１
人
が
高
齢
の
親

に
経
済
的
に
依
存
し
て
い
る

こ
と
も
判
明
。
福
祉
の
現
場

で
は
親
が
８
０
代
、
本
人
が

　
【
共
同
】
内
閣
府
は
２
９

日
、
半
年
以
上
に
わ
た
り
家

族
以
外
と
ほ
と
ん
ど
交
流
せ

ず
、
自
宅
に
い
る
４
０
〜

６
４
歳
の
ひ
き
こ
も
り
の

人
が
全
国
に
６
１
万
３
千
人

い
る
と
の
推
計
値
を
公
表

し
た
。
中
高
年
に
関
す
る

調
査
は
初
め
て
。
男
性
が

７
６
・
６
％
で
、
ひ
き
こ
も

り
状
態
に
な
っ
た
き
っ
か
け

は
退
職
が
最
も
多
い
。
就
職

氷
河
期
を
経
験
し
た
こ
と
な 氷

河
期
影
響
、生
活
困
窮
も

は
「
新
元
号
が
日
本
人
の
生

活
に
深
く
根
差
す
こ
と
が
重

要
だ
。
決
定
前
に
漏
れ
る
こ

と
は
、
な
じ
ま
な
い
。
秘
密

保
持
の
徹
底
に
努
め
る
」
と

述
べ
た
。
政
府
は
有
識
者

や
閣
僚
ら
の
携
帯
電
話
を
預

か
っ
た
上
で
、
公
表
ま
で
待

機
を
要
請
す
る
方
針
だ
。

　

こ
の
日
の
検
討
会
議
で
有

識
者
懇
談
会
の
メ
ン
バ
ー
は

確
認
し
た
も
の
の
「
事
柄
の

性
質
上
、
有
識
者
に
迷
惑
が

掛
か
る
」
と
し
て
、
４
月
１

日
朝
に
公
表
す
る
と
し
た
。

懇
談
会
の
所
要
時
間
は
お
お

む
ね
４
０
分
程
度
を
予
定
し

て
い
る
。メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
受

賞
者
の
山
中
伸
弥
京
都
大
教

授
や
、
直
木
賞
作
家
の
林
真

理
子
さ
ん
ら
を
起
用
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
る
。

　

政
府
は
新
元
号
候
補
名
の

考
案
を
依
頼
す
る
専
門
家
を

「
国
文
学
、
漢
文
学
、
日
本

天
皇
陛
下
と
の
面
会
を
終
え
、
皇
居
を
出

る
安
倍
首
相
の
車
列
。
新
元
号
選
定
当
日

の
流
れ
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
と
み
ら

れ
る
（
共
同
）

新元号公表１日午前１１時半

　
【
共
同
】
法
務
省
は
２
９

日
、
実
習
先
か
ら
失
踪
し

た
外
国
人
技
能
実
習
生

５
２
１
８
人
に
関
す
る
調

査
結
果
を
公
表
し
た
。
約

１
５
％
に
当
た
る
７
５
９

人
が
最
低
賃
金
を
下
回
る

と
い
っ
た
不
正
行
為
に
遭
っ

て
い
た
疑
い
が
あ
っ
た
。
ま

た
２
０
１
２
〜
１
７
年
に
事

故
や
病
気
な
ど
で
実
習
生

１
７
１
人
が
死
亡
し
、
う
ち

４
人
は
違
法
な
時
間
外
労
働

を
さ
せ
ら
れ
る
か
休
日
不
足

の
疑
い
が
あ
っ
た
こ
と
も
分

か
っ
た
。

　

４
月
の
外
国
人
就
労
拡
大

新
制
度
開
始
を
前
に
、
実
習

生
を
取
り
巻
く
劣
悪
な
労
働

環
境
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。
法
務
省
は
対
応
の

不
備
を
認
め
、
実
習
生
の
支

内
閣
府
が
初
の
調
査

中
高
年
ひ
き
こ
も
り
６
１
万
人

７
５
９
人
が
不
正
行
為
被
害

失
踪
実
習
生
、法
務
省
調
査

働き方改革の取り組みを視察するため「味の素」本社を訪れた安倍首相（共同）

首
相
、
残
業
規
制
控
え
視
察

働
き
方
改
革
「
懸
念
は
杞
憂
」

　
【
共
同
】
安
倍
晋
三
首
相

は
２
９
日
、
東
京
都
中
央
区

の
食
品
メ
ー
カ
ー
大
手
「
味

の
素
」
本
社
を
訪
れ
、
働

き
方
改
革
の
取
り
組
み
を
視

察
し
た
。
時
間
外
労
働
（
残

業
）
へ
の
罰
則
付
き
の
上
限

規
制
な
ど
が
４
月
１
日
に
施

行
さ
れ
る
の
を
控
え
、
自
ら

先
進
的
な
企
業
を
訪
れ
、
他

企
業
に
も
実
践
を
促
す
の
が

狙
い
。
首
相
は
「
改
革
に
は

企
業
側
、
働
く
側
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
懸
念
が
出
た
が
、
杞

憂
と
証
明
し
て
く
れ
た
」
と

語
っ
た
。

　

味
の
素
で
は
、
２
０
１
７

年
４
月
か
ら
１
日
の
所
定
労

働
時
間
を
２
０
分
短
縮
す
る

一
方
、
月
給
に
つ
い
て
１
万

円
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
実

施
。
午
後
７
時
に
は
社
内
を

強
制
消
灯
し
て
社
員
を
退
社

さ
せ
て
い
る
と
い
う
。

　

首
相
は
、
西
井
孝
明
社
長

か
ら
こ
う
し
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
説
明
を
聴
取
。
そ
の

後
、
社
員
と
懇
談
し
た
。
働

援
や
保
護
、
実
習
先
の
監
督

の
強
化
を
図
る
と
し
た
。
山

下
貴
司
法
相
は
閣
議
後
の
記

者
会
見
で
「
適
正
な
運
用
に

努
め
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

実
習
生
の
失
踪
は
年
々

増
え
、
１
８
年
は
前
年

か
ら
１
９
６
３
人
増
の

９
０
５
２
人
だ
っ
た
。
１
８

年
末
時
点
の
実
習
生
は

３
２
万
８
３
６
０
人
。

　

失
踪
実
習
生
の
調
査
は
、

失
踪
後
に
１
７
年
１
月
〜

１
８
年
９
月
に
摘
発
さ
れ
、

入
国
警
備
官
が
聴
取
票
を
作

成
し
た
５
２
１
８
人
と
、
企

業
な
ど
４
２
８
０
の
実
習
先

が
対
象
。
ま
だ
日
本
に
い
た

実
習
生
７
４
人
の
ほ
か
、
実

習
先
に
直
接
ま
た
は
電
話
な

ど
で
聴
取
し
た
が
、
協
力
拒

否
や
倒
産
な
ど
で
調
査
で
き

い
が
１
９
５
人
、
時
間
外
労

働
の
際
に
労
使
で
結
ぶ
必
要

が
あ
る
「
三
六
協
定
」
の
未

締
結
ま
た
は
違
反
の
疑
い
が

２
３
１
人
。
労
働
関
係
法
令

違
反
の
疑
い
が
あ
る
も
の
は

労
働
基
準
監
督
署
な
ど
に
通

報
し
た
。

　

死
亡
実
習
生
の
調
査
は
、

記
録
が
保
存
さ
れ
て
い
た
６

年
間
分
が
対
象
。
４
３
人

の
死
亡
を
把
握
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
新
た
に
判
明

し
、
計
１
７
１
人
に
つ
い
て

調
べ
た
。
内
訳
は
足
場
か
ら

の
転
落
な
ど
実
習
中
の
事
故

死
が
２
８
人
、
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
実
習
外
の
事
故
死
が
５
３

人
、
病
死
が
５
９
人
、
自
殺

が
１
７
人
、
殺
人
や
傷
害
致

死
に
よ
る
死
亡
が
９
人
な
ど

だ
っ
た
。

　

病
死
の
う
ち
３
人
は

「
三
六
協
定
」
に
違
反
し
て

働
か
さ
れ
て
い
た
疑
い
、
自

殺
の
う
ち
１
人
は
３
カ
月
半

で
休
み
が
４
日
だ
け
だ
っ
た

疑
い
が
あ
り
、
既
に
労
基
署

に
通
報
す
る
な
ど
し
て
い

た
。

　

法
務
省
は
昨
年
１
１
月
、

失
踪
実
習
生
対
象
の
調
査
結

果
に
誤
り
が
あ
っ
た
こ
と
を

受
け
、
実
習
制
度
を
検
証
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

置
き
、調
査
を
進
め
て
い
た
。

員
が
訪
問
し
、
本
人
や
家
族

か
ら
外
出
の
頻
度
、
ひ
き
こ

も
り
の
期
間
や
き
っ
か
け
、

生
活
水
準
な
ど
を
聞
い
た
。

　

期
間
は
「
３
年
以
上
５
年

未
満
」
が
２
１
・
３
％
で
最

多
。
一
方
、
７
年
以
上
の
人

は
合
計
で
４
６
・
７
％
だ
っ

た
。

　

ひ
き
こ
も
り
状
態
に
な
っ

た
き
っ
か
け
（
複
数
回

答
）
は
「
退
職
し
た
こ
と
」

３
６
・
２
％
、「
人
間
関
係
が

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
」「
病

気
」
が
と
も
に
２
１
・
３
％
、

「
職
場
に
な
じ
め
な
か
っ
た
」

１
９
・
１
％
の
順
。
就
職
氷

河
期
世
代
に
当
た
る
４
０

〜
４
４
歳
の
３
人
に
１
人

は
「
２
０
〜
２
４
歳
」
で
ひ

き
こ
も
り
状
態
に
な
っ
て
お

り
、
就
職
活
動
が
う
ま
く
い

か
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
に

な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

父
親
か
母
親
が
生
計
を

立
て
て
い
る
と
し
た
の
は

３
４
・
１
％
。
親
の
年
金
が

頼
り
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
全
体
の
３
人
に
１
人
が

暮
ら
し
向
き
を
「
上
」「
中
」

「
下
」
の
う
ち
「
下
」
と
答

え
た
。

　

初
め
て
ひ
き
こ
も
り
に

な
っ
た
年
齢
は
「
６
０
〜

６
４
歳
」
が
１
７
・
０
％
で

最
も
多
か
っ
た
も
の
の
、
全

年
齢
層
で
大
き
な
偏
り
は
な

か
っ
た
。

　

若
年
層
の
調
査
で
は
専
業

主
婦
（
主
夫
）
や
家
事
手
伝

い
の
人
を
対
象
か
ら
除
い
た

が
、
今
回
は
「
家
族
以
外
と

会
話
が
ほ
と
ん
ど
な
い
人
」

を
ひ
き
こ
も
り
に
加
え
た
。

　

首
相
は
２
９
日
午
前
に
皇

居
を
訪
れ
、
天
皇
陛
下
と
面

会
し
た
。
新
元
号
選
定
当
日

の
流
れ
な
ど
に
つ
い
て
の
報

告
と
み
ら
れ
る
。
東
京
・
元

赤
坂
の
東
宮
御
所
で
皇
太
子

き
方
改
革
で
増
え
た
個
人
の

時
間
に
、
陸
上
競
技
に
打
ち

込
む
子
ど
も
を
支
え
る
た
め

栄
養
学
を
学
ん
だ
女
性
や
、

テ
レ
ワ
ー
ク
で
仕
事
と
子
育

て
を
両
立
さ
せ
て
い
る
男
性

の
話
を
聞
い
た
。

　

懇
談
後
、
首
相
は
社
員
ら

に
「
働
き
方
改
革
で
企
業
の

生
産
性
が
下
が
る
、
社
員
の

収
入
が
減
る
と
い
っ
た
心
配

を
払
拭
し
、
会
社
の
風
土
を

変
え
て
く
れ
た
。
他
企
業
に

も
可
能
な
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ

ん
あ
っ
た
」
と
述
べ
、
取
り

組
み
を
評
価
し
た
。

　
【
共
同
】
国
立
公
文
書
館

が
販
売
し
て
い
る
「
平
成
」

と
書
い
た
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

　
【
共
同
】
文
部
科
学
省
は

２
９
日
、
幹
部
職
員
が
相
次

ぎ
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
た
汚
職

事
件
を
受
け
、
再
発
防
止
策

「
文
科
省
創
生
実
行
計
画
」

を
ま
と
め
た
。
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）
の
強

化
に
向
け
、
事
務
次
官
直
属

の
「
省
改
革
推
進
・
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
室
」
を
新
設
す

る
こ
と
や
能
力
本
位
の
人
事

評
価
、
政
策
立
案
力
の
強
化

が
柱
。４
月
か
ら
実
施
す
る
。

　

計
画
は
、
不
祥
事
の
背
景

に
、
法
令
順
守
の
精
神
の
欠

如
や
権
威
あ
る
者
へ
の
過
剰

な
気
配
り
、
縦
割
り
意
識
な

ど
の
組
織
風
土
が
あ
っ
た
と

指
摘
。
省
内
に
違
反
行
為
の

通
報
窓
口
を
新
設
し
て
内
部

統
制
を
強
化
す
る
ほ
か
、
弁

護
士
ら
外
部
有
識
者
で
つ
く

る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
チ
ー

ム
が
チ
ェ
ッ
ク
に
当
た
る
と

し
た
。

　

人
事
改
革
で
は
、総
合
職
・

一
般
職
な
ど
の
採
用
区
分
や

年
次
に
と
ら
わ
れ
な
い
能
力

本
位
の
配
置
を
進
め
、
管
理

職
の
人
事
評
価
に
部
下
も
関

わ
る
「
３
６
０
度
評
価
」
を

本
格
実
施
。
同
省
か
ら
国
立

大
へ
の
出
向
に
つ
い
て
、
４

月
に
交
代
と
な
る
理
事
の
出

向
数
を
半
減
さ
せ
る
。

　

政
策
面
で
は
、
課
題
に
応

じ
て
適
任
者
を
募
る
「
省
内

公
募
ポ
ス
ト
」
や
、
職
員
が

担
務
に
関
係
な
く
政
策
を
提

案
で
き
る
仕
組
み
の
導
入
を

盛
り
込
ん
だ
。

　

事
件
を
受
け
、
柴
山
昌
彦

文
科
相
を
ト
ッ
プ
と
す
る
創

生
実
行
本
部
が
昨
年
１
０
月

か
ら
検
討
。
若
手
職
員
ら
の

有
志
に
よ
る
提
言
も
踏
ま
え

て
ま
と
め
た
。
４
月
以
降
も

取
り
組
み
状
況
を
検
証
し
、

改
善
を
図
る
。

　
【
共
同
】
ロ
ー
ソ
ン
は

２
９
日
、
午
前
０
時
か
ら
午

前
５
時
ま
で
の
深
夜
帯
の
営

業
を
完
全
無
人
化
す
る
実
験

を
７
月
ご
ろ
か
ら
開
始
す
る

と
発
表
し
た
。
人
手
不
足
の

深
刻
化
で
コ
ン
ビ
ニ
の
２
４

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
銃

に
取
り
付
け
て
連
射
を
可
能

に
す
る
特
殊
装
置「
バ
ン
プ
・

ス
ト
ッ
ク
」
の
使
用
や
所
持

を
禁
止
し
た
ト
ラ
ン
プ
米
政

権
の
措
置
を
巡
り
、
連
邦
最

高
裁
は
２
８
日
、
銃
所
有
者

団
体
な
ど
が
一
時
差
し
止
め

を
求
め
た
訴
え
を
退
け
た
。

装
置
の
禁
止
は
全
米
で
有
効

と
な
っ
た
。
米
メ
デ
ィ
ア
が

伝
え
た
。

さ
ま
と
も
面
会
し

た
。

　

衆
参
両
院
の
正

副
議
長
へ
の
意
見

聴
取
は
午
前
１
０

時
２
０
分
ご
ろ
か

ら
行
う
。
政
府
は

外
部
へ
の
情
報
漏

れ
を
警
戒
し
、
前

回
の
「
平
成
」
決

定
時
と
同
様
に
迅

速
に
手
続
き
を
進

め
る
。

　

菅
氏
は
会
見
で
、

首
相
が
新
元
号
決

定
後
に
会
見
す
る

理
由
に
つ
い
て「
新

元
号
に
込
め
ら
れ

た
意
義
や
国
民
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

直
接
伝
え
る
た
め

だ
」
と
説
明
。
情

報
管
理
に
関
し
て

な
か
っ
た
実
習
先
も
３
８
３

あ
っ
た
。

　

主
な
結
果
を
見
る
と
、
重

複
を
含
め
、
最
低
賃
金
を
下

回
っ
て
い
た
疑
い
が
５
８

人
、
契
約
賃
金
を
下
回
っ
て

い
た
疑
い
が
６
９
人
、
賃
金

か
ら
食
費
名
目
な
ど
で
過
大

に
控
除
さ
れ
て
い
た
疑
い
が

９
２
人
、
時
間
外
労
働
な
ど

へ
の
割
増
賃
金
不
払
い
の
疑

が
人
気
だ
。
つ
く
ば
分
館

（
茨
城
県
つ
く
ば
市
）で
は
、

１
９
８
９
年
に
元
号
を
発

表
し
た
当
時
の
小
渕
恵
三

官
房
長
官
を
ま
ね
た
写
真

を
撮
れ
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
、「
小
道
具
」
と
し
て
使

え
る
フ
ァ
イ
ル
が
品
薄
に

な
っ
て
い
る
。

　

テ
レ
ビ
画
面
を
模
し
た

枠
に
入
り
、
元
号
発
表
で

使
わ
れ
た
「
平
成
の
書
」

を
複
製
し
た
Ａ
４
サ
イ
ズ

の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
掲
げ

る
と
、
小
渕
氏
に
な
り
き

れ
る
。
フ
ァ
イ
ル
は
１
枚

３
０
０
円
で
、
昨
年
春
の

販
売
開
始
か
ら
今
月
２
８

日
ま
で
、
東
京
の
本
館
と

つ
く
ば
分
館
で
合
わ
せ
て
約

２
万
９
千
枚
が
売
れ
た
。

　

茂
木
勝
吉
・
つ
く
ば
分
館

長
補
佐
は「
予
想
外
の
反
響
。

平
成
を
振
り
返
る
記
念
に
し

て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し
て

い
る
。

「平成」発表まね写真撮影

複製のファイル人気

「平成」と書かれたクリアファイルを手に記念
撮影する来場者 （共同）

ロ
ー
ソ
ン
が
完

全
無
人
化
実
験

７
月
、
人
手
不
足
深
刻
化
で

連
射
装
置
、

全
米
で
禁
止
に

最
高
裁
、
銃
団
体
訴
え
退
け

時
間
営
業
の
見
直
し
を
求
め

る
声
が
高
ま
っ
て
お
り
、
無

人
営
業
が
可
能
か
ど
う
か
検

証
す
る
。

　

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
加
盟
店

を
含
む
２
店
舗
で
行
う
予
定

で
、
具
体
的
な
実
施
地
域
は

検
討
中
と
し
て
い
る
。
期
間

は
数
カ
月
間
の
予
定
。
来
店

者
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
を
使
っ
て
解
錠
し
て
店
に

入
り
、
自
分
で
現
金
な
ど
で

会
計
す
る
セ
ル
フ
レ
ジ
や
ス

マ
ホ
を
活
用
し
て
レ
ジ
を
通

ら
ず
に
決
済
す
る
「
ロ
ー
ソ

ン
ス
マ
ホ
レ
ジ
」
を
使
っ
て

商
品
を
購
入
す
る
。
入
店
は

顔
認
証
シ
ス
テ
ム
で
代
替
可

能
か
も
検
討
す
る
。

　

当
初
は
商
品
の
片
付
け
や

シ
ス
テ
ム
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応

す
る
た
め
従
業
員
が
１
人
、

売
り
場
以
外
で
勤
務
す
る

が
、
一
定
期
間
後
に
完
全
無

人
化
す
る
。
防
犯
カ
メ
ラ
も

増
設
す
る
。
た
ば
こ
や
酒
、

切
手
な
ど
一
部
商
品
は
取
り

扱
わ
な
い
。

　

ロ
ー
ソ
ン
は
店
舗
運
営
や

物
流
の
課
題
、
売
り
上
げ
の

推
移
、
顧
客
の
声
な
ど
を

検
証
し
、
深
夜
無
人
店
舗
の

拡
大
を
検
討
す
る
と
し
て
い

る
。

　

コ
ン
ビ
ニ
の
２
４
時
間
営

業
を
巡
っ
て
は
セ
ブ
ン
―
イ

レ
ブ
ン
の
大
阪
府
内
の
店

舗
を
運
営
す
る
加
盟
店
オ
ー

ナ
ー
が
人
手
不
足
の
窮
状
を

訴
え
て
自
主
的
に
営
業
時
間

を
短
縮
し
た
こ
と
が
話
題
と

な
り
、
コ
ン
ビ
ニ
オ
ー
ナ
ー

の
団
体
も
見
直
し
を
訴
え
て

い
る
。
経
済
産
業
省
は
大
手

コ
ン
ビ
ニ
４
社
に
対
し
、
加

盟
店
が
抱
え
る
問
題
の
是
正

に
向
け
て
行
動
計
画
の
策
定

を
求
め
る
方
針
を
示
し
て
い

る
。

「
法
令
順
守

室
」
を
新
設

文
科
省
が
不
祥
事
防
止
計
画
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社
会
保
障
改
革
に
集
中
姿
勢
か

ロ
ー
ゾ
氏
は
、「
グ
ア
イ
ド

氏
は
国
会
の
許
可
も
な
く
、

９
１
回
も
国
外
に
渡
航
し
た

が
、
５
億
７
千
万
ボ
リ
バ
ル

（
２
８
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
よ

り
、
２
９
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ

紙
で
は
３
億
１
千
万
ボ
リ
バ

ル
）
と
い
う
経
費
は
、
議
員

給
で
は
説
明
で
き
な
い
金
額

だ
」
と
説
明
し
た
と
い
う
。

　

こ
の
宣
言
に
対
し
、
グ
ア

イ
ド
氏
は
、
ア
モ
ロ
ー
ゾ
氏

は
制
憲
議
会
が
指
名
し
た
人

物
で
、
そ
の
決
定
は
無
効
と

の
見
解
を
示
し
た
。
同
氏
は

同
日
、「
彼
は
国
庫
庁
の
役

人
で
は
な
い
。
合
法
的
な
議

会
だ
け
が
国
庫
庁
の
長
官
を

指
名
で
き
る
」
と
し
、
国
会

の
正
当
性
、
マ
ド
ゥ
ー
ロ
政

権
の
不
当
性
を
改
め
て
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

　

だ
が
、
現
在
、
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
に
は
不
穏
な
空
気
が
流
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
２
３
日

か
ら
ロ
シ
ア
軍
が
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
の
首
都
カ
ラ
カ
ス
に
、

１
０
０
人
の
兵
士
と
３
５
ト

ン
分
の
物
資
を
持
っ
て
駐
留

し
て
い
る
た
め
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
マ
ド
ゥ
ー

ロ
大
統
領
側
に
ロ
シ
ア
、
さ

　
【
既
報
関
連
】「
ペ
ー
ジ
は
め
く
ら
れ
た
」
―
。
ロ
ド
リ
ゴ・マ
イ
ア
下
院
議
長
（
民

主
党
・
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）
と
の
〝
口
論
〞
の
末
、
２
８
日
に
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
（
社
会
自

由
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
は
こ
う
語
り
、
対
立
を
解
消
し
て
、
社
会
保
障
制
度
改
革
の
成
立

に
向
け
て
協
力
す
る
姿
勢
を
示
し
た
と
２
８
、２
９
日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ
た
。

席
し
た
事
、
Ｐ
Ｓ
Ｌ
が
同
改

革
案
の
Ｃ
Ｃ
Ｊ
で
の
投
票
を

４
月
３
日
か
ら
１
７
日
に
遅

ら
せ
る
よ
う
求
め
た
事
で
、

金
融
市
場
に
「
社
会
保
障
制

度
改
革
危
う
し
」
の
空
気
が

広
が
り
、
２
７
日
は
株
価
も

レ
ア
ル
も
大
き
く
下
げ
た
。

　

大
統
領
の
「
ペ
ー
ジ
は
め

く
ら
れ
た
」
発
言
の
同
日
、

マ
イ
ア
議
長
も
、「
口
論
は

も
う
済
ん
だ
事
。
我
々
は
社

会
保
障
制
度
改
革
成
立
に
集

中
し
な
く
て
は
い
け
な
い
」

と
語
っ
た
。
マ
イ
ア
議
長
は

ゲ
デ
ス
経
済
相
と
も
会
談
を

行
い
、
協
力
し
て
議
員
た
ち

と
の
折
衝
を
行
う
事
に
同
意

し
た
。

　

議
長
と
経
済
相
の
動
き
の

背
景
に
は
、
こ
じ
れ
る
ば
か

り
の
大
統
領
と
議
長
の
関
係

に
業
を
煮
や
し
た
企
業
関
係

者
た
ち
に
よ
る
、「
関
係
を

　

か
な
り
の
極
右
派
と
し
て

有
名
な
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ア
ラ

ウ
ー
ジ
ョ
外
相
が
、「
ナ
チ

ス
は
左
翼
か
ら
生
じ
た
」
と

発
言
し
、
話
題
を
呼
ん
で
い

る
。
こ
れ
は
、
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
上
の
伯
国
の
右
翼
系
チ
ャ

ン
ネ
ル
に
出
演
し
た
際
、
実

際
に
持
論
を
述
べ
て
語
っ
た

修
復
し
、
社
会
保
障
制
度
改

革
を
進
め
る
よ
う
に
」
と
の

働
き
か
け
が
あ
っ
た
。

　

た
だ
し
、「
下
院
議
会
内

に
存
在
す
る
超
党
派
の
巨
大

勢
力
セ
ン
ト
ロ
ン
か
ら
は
、

『
こ
の
辺
で
政
府
の
出
方
を

見
て
み
よ
う
』
の
声
が
聞
こ

え
る
。
大
統
領
い
び
り
は
完

全
に
は
終
わ
っ
て
い
な
い
よ

う
だ
」
と
２
９
日
付
フ
ォ
ー

リ
ャ
紙
は
報
じ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
休
戦

ム
ー
ド
を
市
場
は
好
感
。

２
７
日
は
３
・
５
７
％
下
げ

た
聖
市
株
式
市
場
指
数
も
、

２
８
日
に
は
２
・
７
％
ア
ッ

プ
と
反
発
し
た
。
一
時
は
１

ド
ル
＝
４
レ
ア
ル
に
達
す
る

勢
い
だ
っ
た
為
替
も
、
２
８

日
は
１
ド
ル
＝
３
・
９
１
レ

で
取
引
を
終
え
た
。

　

ま
た
、
予
定
よ
り
大
き
く

遅
れ
た
も
の
の
、
２
８
日
に

は
、
社
会
保
障
制
度
改
革
案

に
関
す
る
Ｃ
Ｃ
Ｊ
の
報
告
官

が
、
マ
ル
セ
ロ
・
フ
レ
イ
タ

ス
下
議（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）に
決
ま
っ

た
。

マ
イ
ア
議
長
と
の
雪
解
け
強
調

ら
に
仮
に
こ
の
あ
と
に
中
国

軍
が
味
方
に
加
わ
っ
て
駐
留

で
も
し
よ
う
も
の
な
ら
、
米

国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
も

く
ろ
ん
で
い
る
武
力
介
入
は

で
き
な
く
な
る
。

　

ま
た
、
ロ
シ
ア
軍
を
後
ろ

盾
に
す
る
こ
と
で
、
グ
ア
イ

ド
氏
に
対
す
る
攻
撃
も

行
い
や
す
く
な
っ
た
と

い
う
見
方
も
で
き
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は

２
７
日
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
に
グ
ア
イ
ド
氏
夫

人
の
フ
ァ
ビ
ア
ナ
・
ロ

ザ
レ
ス
氏
を
迎
え
た
席

で
、
ロ
シ
ア
に
対
し
、

改
め
て
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

か
ら
の
退
去
を
求
め
た
。

　

ま
た
、
伯
国
で
も
、

エ
ル
ネ
ス
ト
・
ア
ラ
ウ
ー

ジ
ョ
外
相
が
２
８
日
、

ロ
シ
ア
軍
の
撤
退
を
求

め
た
。

し
た
。

　

同
氏
に
よ
る
と
、
グ
ア
イ

ド
氏
は
国
民
議
会
（
以
下
、

国
会
）
議
員
に
就
任
し
た

１
６
年
以
降
、
国
外
渡
航
や

高
級
ホ
テ
ル
で
の
宿
泊
を
繰

り
返
し
て
い
る
と
指
摘
。「
こ

れ
ら
の
行
動
が
、
国
会
議
員

給
で
ま
か
な
え
る
は
ず
が
な

い
」
と
し
た
上
で
「
こ
れ
は

グ
ア
イ
ド
氏
が
個
人
資
産
の

不
正
申
告
を
行
い
、
国
外
か

ら
違
法
な
金
や
物
資
を
得
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
」
と
批

難
し
た
。

　

現
地
紙
に
よ
る
と
、
ア
モ

　

２
８
日
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
国

庫
庁
が
、
グ
ア
イ
ド
国
民
議

会
議
長
（
暫
定
大
統
領
）
に

対
し
て
１
５
年
間
の
公
職
禁

止
処
分
を
発
表
し
た
。
グ
ア

イ
ド
氏
は
従
わ
な
い
意
向
だ

が
、
２
３
日
に
ロ
シ
ア
軍
が

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
入
り
し
、
マ

ド
ゥ
ー
ロ
大
統
領
側
に
つ
く

な
ど
、
事
態
は
不
穏
な
動
き

を
見
せ
て
い
る
。
２
９
日
付

伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

グ
ア
イ
ド
氏
へ
の
処
分

は
、
同
国
国
庫
庁
の
エ
ウ

ヴ
ィ
ス
・
ア
モ
ロ
ー
ゾ
氏
が

国
営
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
発
表

「
国
外
か
ら
金
」と
マ
ド
ゥ
ー
ロ

背
後
に
ロ
シ
ア
軍
の
駐
留

　

こ
こ
一
週
間
程
、「
古
い

政
治
」「
ツ
イ
ッ
タ
ー
ば
か

り
」
と
、
両
者
は
口
角
泡
を

飛
ば
し
あ
っ
て
い
た
。

　

マ
イ
ア
議
長
が
２
６
日
、

大
統
領
へ
の
あ
て
つ
け
の
よ

う
に
、
強

制
予
算
関

連
の
憲
法

改
正
案

（
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）

を
ス
ピ
ー

ド
採
決
、

承
認
さ
せ

た
事
や
、

パ
ウ
ロ
・

ゲ
デ
ス
経

済
相
が
社

会
保
障
制

度
改
革
案

を
最
初
に

審
議
す
る

憲
政
委
員

会
（
Ｃ
Ｃ

Ｊ
）
を
欠

１
月
２
３
日
に
暫
定
大
統
領
就

任
を
宣
言
し
た
グ
ア
イ
ド
氏

（Reuters Rodrigo Garrido

）

ボウソナロ大統領（Marcelo Camargo / Ag.brasil）

報
告
官
も
よ
う
や
く
決
ま
る

　

ゲ
デ
ス
経
済
相
は
、「
多

少
の
雑
音
が
あ
っ
て
も
、
行

政
府
も
立
法
府
も
本
来
の
重

要
な
役
割
を
忘
れ
る
事
は
な

い
。
こ
れ
か
ら
は
全
て
が
動

き
出
す
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

マ
イ
ア
議
長
と
の
一
応
の

和
解
は
全
て
、
記
者
団
を
通

も
の
だ
。
こ
の
発
言
は
、
伯

国
内
の
学
者
の
み
な
ら
ず
、

本
国
ド
イ
ツ
で
も
問
題
視
さ

れ
て
い
る
。
同
国
の
国
営
放

送
「
ド
イ
ッ
チ
ェ
・
ヴ
ェ
レ
」

は
同
外
相
の
発
言
に
対
し
、

「
わ
が
国
の
ナ
チ
ス
研
究
の

学
界
で
は
ほ
ぼ
相
手
に
も
さ

れ
て
い
な
い
考
え
方
」
と
否

定
的
な
見
解
を
発
表
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
で
問

題
を
作
る
と
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

問
題
な
ど
で
の
説
得
力
も
落

ち
る
か
ら
、
何
と
か
し
て
い

た
だ
き
た
い
の
だ
が
。

　
　
　
　
　

◎

　

聖
州
サ
ン
ト
ス
市
で
２
５

日
、
１
９
年
ぶ
り
と
な
る
サ

ラ
ン
ポ
（
は
し
か
、
麻
疹
）

の
域
内
感
染
者
が
報
告
さ
れ

た
。
患
者
は
同
市
マ
ク
コ
地

区
に
住
む
４
歳
女
児
で
、
州

外
に
旅
行
も
し
て
い
な
い
た

め
、
域
内
感
染
認
定
第
１
号

と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
彼

女
が
在
籍
す
る
学
校
の
生
徒

や
教
職
員
、
近
隣
住
民
な
ど

が
予
防
接
種
を
受
け
た
と
い

う
。
同
市
で
は
、
２
月
１
８

日
に
Ｍ
Ｓ
Ｃ
社
の
ク
ル
ー
ズ

船
の
乗
客
・
乗
員
１
３
人
が

麻
疹
に
感
染
し
て
い
た
こ
と

が
発
覚
。
以
後
、
同
船
乗
客

の
同
市
市
民
が
発
症
す
る
な

ど
、
２
１
人
の
感
染
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
被
害
が
拡
大

せ
ぬ
よ
う
願
う
ば
か
り
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

ペ
ル
ー
で
開
催
中
の
サ
ッ

カ
ー
Ｕ
１
７
南
米
杯
グ
ル
ー

プ
リ
ー
グ
で
、
伯
国
代
表
は

２
８
日
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
代
表

に
３
対
２
の
接
戦
な
が
ら
勝

利
し
た
。
こ
れ
で
、
３
戦
で

２
勝
１
分
。
伯
国
の
グ
ル
ー

プ
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ウ

ル
グ
ア
イ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
と

強
豪
国
が
集
中
し
て
お
り
、

心
配
さ
れ
て
い
た
が
、
今
日

の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
戦
で
負
け

て
も
、
１
点
差
ま
で
な
ら
決

勝
リ
ー
グ
進
出
と
な
る
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
訪
問
を
直
前

に
控
え
た
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
は
２
８
日
、
テ
ル
ア
ビ
ブ

か
ら
エ
ル
サ
レ
ム
に
伯
国
大

使
館
を
移
転
さ
せ
る
の
か
と

問
わ
れ
、「
エ
ル
サ
レ
ム
に

は
商
務
事
務
所
を
置
く
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
」
と
語
っ
た

と
２
９
日
付
伯
字
各
紙
が
報

じ
た
。
同
発
言
は
、
こ
れ
ま

で
の
「
伯
国
大
使
館
を
エ
ル

サ
レ
ム
に
移
す
」
か
ら
の
姿

勢
変
更
を
示
す
も
の
だ
。

　

エ
ル
サ
レ
ム
は
、
イ
ス
ラ

エ
ル
と
敵
対
関
係
に
あ
る
ア

ラ
ブ
の
イ
ス
ラ
ム
諸
国
に

と
っ
て
も
重
要
な
意
味
を
持

つ
都
市
だ
。
そ
こ
を
ユ
ダ
ヤ

教
国
イ
ス
ラ
エ
ル
の
首
都
と

認
め
る
こ
と
は
、
伯
国
と
ア

ラ
ブ
諸
国
の
関
係
を
極
度
に

悪
化
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
当
初
の
方
針
を
若
干
変

更
し
た
格
好
だ
。

　

エ
ル
サ
レ
ム
へ
の
大
使
館

移
転
は
大
統
領
の
選
挙
公
約

で
、
支
持
基
盤
の
一
つ
、
キ

リ
ス
ト
教
福
音
派
の
要
請
で

も
あ
る
。

　

福
音
派
議
員
の
マ
ル
コ
・

フ
ェ
リ
シ
ア
ー
ノ
下
議
（
ポ

デ
モ
ス
）
は
、「
ア
ラ
ブ
諸

国
か
ら
理
解
を
得
る
ま
で
の

妥
協
案
と
し
て
な
ら
、
商
務

事
務
所
の
開
設
も
理
解
で
き

る
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

伯
国
は
現
在
、
パ
レ
ス
チ

ナ
自
治
区
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸

地
区
の
ラ
マ
ッ
ラ
ー
市
、
台

湾
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
３

カ
所
に
商
務
事
務
所
を
お
い

て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は

商
務
だ
け
を
担
当
し
て
い
る

が
、
ラ
マ
ッ
ラ
ー
、
台
湾
は
、

外
交
上
、
公
式
に
首
都
と
認

め
づ
ら
い
地
域
で
の
伯
国
の

在
外
公
館
的
役
割
も
担
っ
て

い
る
。

　

ア
ラ
ブ
諸
国
は
、
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
大
統
領
の
出
方
を
慎
重

に
う
か
が
っ
て
お
り
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
大
統
領
イ
ス
ラ
エ
ル

訪
問
前
の
声
明
発
表
を
控
え

て
い
る
。
ま
た
、
ア
ラ
ブ
・

伯
国
商
工
会
議
所
も
コ
メ
ン

ト
を
出
し
て
い
な
い
。

　

地
理
統
計
院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ

Ｅ
）
が
２
９
日
朝
、
全
国
家

庭
サ
ン
プ
ル
調
査
（
Ｐ
ｎ
ａ

ｄ
）
に
よ
る
と
、
昨
年
１
２

月
〜
２
月
の
３
カ
月
間
の
平

均
失
業
率
は
１
２
・
４
％
で
、

１
月
ま
で
の
平
均
失
業
率
の

１
２
％
を
０
・
４
％
ポ
イ
ン

ト
上
回
っ
た
と
発
表
し
た
と

同
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
な
ど
が

伝
え
た
。

　

１
月
末
時
点
の
失
業
者
は

１
２
７
０
万
人
だ
っ
た
が
、

失
業
者
数
は
８
９
万
２
千
人

増
の
１
３
１
０
万
人
に
な
っ

た
。
年
頭
は
例
年
、
失
業
率

が
上
昇
す
る
傾
向
に
あ
り
、

昨
年
９
〜
１
１
月
の
３
カ
月

間
の
平
均
失
業
率
１
１
・６
％

よ
り
０
・８
％
ポ
イ
ン
ト
高
い

が
、
昨
年
同
期
の
１
２
・
６
％

よ
り
は
低
い
。
失
業
者
数
自

体
は
、
昨
年
同
期
と
ほ
ぼ
同

数
だ
。
３
カ
月
毎
に
見
た
失

業
率
は
、
１
８
年
１
〜
３
月

期
の
１
３
・
１
％
以
降
、
８
カ

月
連
続
で
低
下
し
た
が
、
そ

の
後
は
、
横
ば
い
１
回
を
は

さ
ん
で
、
２
カ
月
連
続
の
上

昇
と
な
っ
た
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
に
よ
る
と
、
２

月
末
時
点
の
就
労
者
数
は
９

２
１
０
万
人
。
正
規
雇
用
者

３
３
０
０
万
人
に
対
し
、
非

正
規
雇
用
者
は
１
１
１
０
万

人
で
、
ほ
ぼ
３
対
１
の
割
合

だ
。
正
規
雇
用
者
数
は
、
昨

年
１
１
月
、
昨
年
同
期
と
ほ

ぼ
同
数
だ
が
、
非
正
規
雇
用

者
数
は
、
昨
年
１
１
月
比
で

４
・
８
％
減
り
、
昨
年
同
期

よ
り
３
・４
％
増
え
た
。

　

ま
た
、
個
人
企
業
ま
た
は

零
細
企
業
と
し
て
登
録
し
、

労
働
手
帳
も
持
つ
自
営
業
者

は
２
３
８
０
万
人
い
る
。

　

た
だ
し
、
労
働
法
が
改
正

さ
れ
た
後
、
希
望
す
る
時
間

数
働
い
て
い
な
い
の
に
正
規

雇
用
と
な
っ
て
い
る
人
も
正

規
雇
用
者
に
含
ま
れ
る
。

　

他
方
、
就
労
可
能
な
年
齢

だ
が
、
就
職
活
動
を
行
っ
て

い
な
い
学
生
、
出
産
や
高
齢

者
の
介
護
な
ど
で
就
労
を
諦

め
た
専
業
主
婦
な
ど
も
含
め

た
、
労
働
市
場
外
の
人
（
働

い
て
お
ら
ず
、
求
職
も
し
て

い
な
い
人
）
は
６
５
７
０
万

人
で
過
去
最
高
。
昨
年
１
１

月
比
で
０
・
９
％
、
昨
年
同

期
比
で
１
・２
％
増
え
た
。

　

失
業
し
て
仕
事
を
探
し
て

い
る
人
に
、
本
来
働
け
る
時

間
以
下
の
時
間
し
か
働
い

て
な
い
人
と
、
働
く
事
も
仕

事
を
探
す
事
も
諦
め
た
人
を

加
え
た
労
働
力
未
活
用
率
は

２
４
・
６
％
（
２
７
９
０
万

人
）。
こ
の
数
字
は
、
通
常

の
失
業
率
で
は
表
に
出
な
い

失
業
者
の
実
態
を
表
し
、
こ

ち
ら
も
過
去
最
高
だ
。

　

ま
た
、
働
き
た
い
が
、
長

年
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
な

ど
の
理
由
で
仕
事
を
探
し
て

い
な
い
落
胆
者
は
４
９
０
万

人
で
、
こ
ち
ら
も
過
去
最
高

だ
っ
た
。

　

ま
た
、
労
働
者
の
平
均
賃

金
は
月
額
２
２
８
５
レ
ア
ル

で
、
昨
年
１
１
月
比
で
１
・

６
％
増
え
た
が
、
昨
年
同
期

比
で
は
ほ
ぼ
同
額
だ
っ
た
。

　

全
国
の
市
警
は
２
８
日
、

小
児
性
愛
犯
罪
者
の
全
国
一

斉
摘
発
を
行
い
、
１
３
７
人

を
逮
捕
し
た
。
２
９
日
付
伯

字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

法
務
治
安
省
が
統
括
す
る

一
斉
摘
発
は
、
今
回
で
４
回

目
だ
。
過
去
の
作
戦
で
は
、

４
０
５
人
を
逮
捕
し
た
。

　

作
戦
は
全
国
（
２
６
州
と

連
邦
直
轄
区
）
で
行
わ
れ
、

１
５
０
０
人
の
警
察
官
が
動

員
さ
れ
た
。
聖
州
で
は
最
多

の
６
３
人
が
逮
捕
さ
れ
た
。

　

摘
発
は
、
違
法
サ
イ
ト
へ

の
ア
ク
セ
ス
な
ど
か
ら
容
疑

者
を
割
り
出
し
て
行
わ
れ
て

い
る
。
今
回
は
、
２
６
６
件

の
家
宅
捜
索
・
押
収
令
状
が

小児性愛者

出
さ
れ
た
。

　

だ
が
、
作
戦
実
行
時
に
問

題
も
発
生
し
た
。
そ
れ
は
、

サ
ン
パ
ウ
ロ
総
合
大
学
（
Ｕ

Ｓ
Ｐ
）
の
学
生
逮
捕
を
巡
る

も
の
だ
。
こ
の
学
生
は
、
人

文
哲
学
文
学
科
で
授
業
を
受

け
て
い
る
最
中
に
逮
捕
さ
れ

た
。
そ
の
た
め
、
Ｕ
Ｓ
Ｐ
側

は
、「
授
業
中
に
２
０
人
か

ら
の
重
装
備
の
警
官
が
い
き

な
り
入
っ
て
き
た
。
人
文
哲

学
科
の
イ
メ
ー
ジ
や
大
学
の

自
治
に
も
関
わ
る
問
題
だ
。

重
大
犯
罪
の
取
り
締
ま
り
と

は
い
え
、
高
等
教
育
機
関
へ

の
攻
撃
と
も
い
え
る
行
為
は

認
め
が
た
い
」
と
し
て
、
市

警
の
態
度
を
批
判
し
た
。

グ
ア
イ
ド
に
公
職
禁
止
命
令

失
業
率
が
１
２
・４
％
に
上
昇

「
商
務
事
務
所
を
設
置
」と
大
統
領

イ
ス
ラ
ム
諸
国
は
態
度
を
保
留

全
国
で
１
３
７
人
を
逮
捕

聖
州
で
は
Ｕ
Ｓ
Ｐ
学
生
も

就
職
諦
め
た
人
は
史
上
最
高
に

エルサレム
問　　題

（２）２０１９年 第５２１１号 ３月 ３０日 （土曜日）

「ページはめくられた」発言ボウソナロ
大統領

ベネズエラ

　
「
ロ
シ
ア
軍
の
駐
留
目
的

が
、
マ
ド
ゥ
ー
ロ
政
権
の
維

持
な
ら
ば
、
よ
り
多
く
の
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
国
民
が
飢
餓
に
悩

み
、
国
外
脱
出
を
繰
り
返
す

こ
と
に
な
る
。
悲
劇
は
続
く

ば
か
り
だ
」
と
同
外
相
は
警

鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

じ
た
間
接
的
な
会
話
に
止

ま
っ
て
お
り
、
直
接
対
面
し

な
い
ま
ま
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大

統
領
は
、
３
０
日
か
ら
４
月

３
日
ま
で
の
予
定
で
イ
ス
ラ

エ
ル
へ
の
外
遊
に
飛
ぶ
。



　
今い

ま

、
父ち

ち

が
計け

い

画か
く

し
て
い
る
こ
と
が
成せ

い

功こ
う

す
れ
ば
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の

国こ
く

民み
ん

に
幸し

あ
わせ
が
訪お

と
ずれ
る
。
し
か
し
失し

っ

敗ぱ
い

す
れ
ば
、
家か

族ぞ
く

全ぜ
ん

体た
い

が
末ま

つ

代だ
い

ま
で
も
人ひ

と

々び
と

か
ら
批ひ

判は
ん

さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
お

前ま
え

は
そ
れ
で
も
い
い
か
。

　

汪お
う

兆ち
ょ
う

銘め
い

は
１
７
歳さ

い

の
娘む

す
め
、
汪お

う

文ぶ
ん

琳り
ん

に
こ
う
問と

い
か
け
た
。

時と
き

に
１
９
３
７
（
昭

し
ょ
う

和わ

１
２
）
年ね

ん

。
汪お

う

兆ち
ょ
う

銘め
い

は
国こ

く

父ふ

孫そ
ん

文ぶ
ん

の
大だ

い

ア
ジ
ア
主し

ゅ

義ぎ

を
継け

い

承し
ょ
うし
て
、
日に

っ

中ち
ゅ
うの
共

き
ょ
う

存ぞ
ん

共き
ょ
う

栄え
い

こ
そ

中ち
ゅ
う

国ご
く

国こ
く

民み
ん

の
幸し

あ
わ
せ
に
至い

た

る
道み

ち

で
あ
る
、
と
確か

く

信し
ん

し
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

や
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

と
は
異こ

と

な
る
独ど

く

自じ

の
道み

ち

を
目め

指ざ

し
た
。

　

結け
っ

果か

は
こ
の
言こ

と

葉ば

の
後こ

う

半は
ん

そ
の
ま
ま
と
な
っ
た
。
妻つ

ま

は
獄ご

く

死し

、
子こ

ど
も
た
ち
は
海か

い

外が
い

に
ち
り
ぢ
り
と
な
っ
た
。
汪お

う

兆
ち
ょ
う

銘め
い

本ほ
ん

人に
ん

は
「
漢か

ん

奸か
ん

」（
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
売ば

い

国こ
く

奴ど

）
と
今い

ま

で
も
非ひ

難な
ん

さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
な
に
よ
り
も
、
彼か

れ

が
幸し

あ
わ
せ
を
願ね

が

っ
た
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
国こ

く

民み
ん

に
は
、
さ
ら
な
る
戦せ

ん

乱ら
ん

と
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

独ど
く

裁さ
い

政せ
い

権け
ん

の

も
と
で
の
圧あ

っ

制せ
い

と
い
う
過か

酷こ
く

な
運う

ん

命め
い

が
待ま

っ
て
い
た
。

　

汪お
う

兆ち
ょ
う

銘め
い

を
抜ぬ

き
に
し
て
は
、
近き

ん

代だ
い

中ち
ゅ
う

国ご
く

の
悲ひ

劇げ
き

も
、
日に

っ

中ち
ゅ
う

関か
ん

係け
い

の
不ふ

幸こ
う

も
語か

た

れ
な
い
。

　

１
９
２
５
年ね

ん

２
月が

つ

２
４
日か

、
孫そ

ん

文ぶ
ん

の
病

び
ょ
う

状じ
ょ
うが
絶ぜ

つ

望ぼ
う

的て
き

に

な
っ
た
時と

き

、
後こ

う

継け
い

者し
ゃ

の
筆ひ

っ

頭と
う

と
し
て
汪お

う

兆ち
ょ
う

銘め
い

は
代だ

い

筆ひ
つ

し
て

い
た
遺ゆ

い

言ご
ん

を
孫そ

ん

文ぶ
ん

に
聞き

か
せ
た
。
孫そ

ん

文ぶ
ん

は
満ま

ん

足ぞ
く

そ
う
に
う
な

づ
き
、「
大だ

い

賛さ
ん

成せ
い

で
あ
る
」
と
言い

っ
た
。
そ
し
て
３
月が

つ

１
２

日に
ち

、
死し

の
前ぜ

ん

日じ
つ

に
署し

ょ

名め
い

を
し
た
。
汪お

う

兆ち
ょ
う

銘め
い

は
自じ

分ぶ
ん

の
代だ

い

筆ひ
つ

し
た
遺い

書し
ょ

を
、
孫そ

ん

文ぶ
ん

が
一い

ち

字じ

一い
っ

句く

も
直な

お

そ
う
と
し
な
か
っ
た

こ
と
を
生

し
ょ
う

涯が
い

の
誇ほ

こ

り
と
し
た
。[

１
，
ｐ
１
１
３]

　

そ
の
遺い

書し
ょ

は
、「
余よ

は
国こ

く

民み
ん

革か
く

命め
い

に
力ち

か
ら
を
致い

た

す
こ
と
お
よ

そ
四よ

ん

十じ
ゅ
う

年ね
ん

、
そ
の
目も

く

的て
き

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
自じ

由ゆ
う

平び
ょ
う

等ど
う

を
求も

と

む
る
に

在あ

り
」
か
ら
始は

じ

ま
り
、「
現げ

ん

在ざ
い

革か
く

命め
い

未い
ま

だ
成せ

い

功こ
う

せ
ず
」
と
い

う
有ゆ

う

名め
い

な
一い

っ

句く

を
含ふ

く

ん
で
い
る
。

　

孫そ
ん

文ぶ
ん

は
、
１
８
９
４
（
明め

い

治じ

２
７
）
年ね

ん

、
広こ

う

州し
ゅ
うで
最さ

い

初し
ょ

の

革か
く

命め
い

の
兵へ

い

を
挙あ

げ
て
以い

来ら
い

、
宮み

や

崎ざ
き

滔と
う

天て
ん

な
ど
日に

本ほ
ん

の
朝

ち
ょ
う

野や

の

志し

士し

の
支し

援え
ん

を
受う

け
て
、
革か

く

命め
い

運う
ん

動ど
う

を
続つ

づ

け
て
い
た
。[

ａ]

　

日に
ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

後ご

、
東と

う

京き
ょ
うに
は
清し

ん

国こ
く

の
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

が
１
万ま

ん

人に
ん

以い

汪お
う

兆ち
ょ
う

銘め
い

　

 
～
革か

く

命め
い

未い
ま

だ
成せ

い

功こ
う

せ
ず

２０００年
ねん

５月
がつ

２８日
にち

版
ばん

上じ
ょ
うも
滞た

い

在ざ
い

し
、
日に

本ほ
ん

の
驚

き
ょ
う

異い

的て
き

な
発は

っ

展て
ん

に
続つ

づ

こ
う
と
し
て
い

た
が
、
汪お

う

兆ち
ょ
う

銘め
い

も
そ
の
一ひ

と

人り

だ
っ
た
。
１
９
０
５
（
明め

い

治じ

３
８
）
年ね

ん

、
孫そ

ん

文ぶ
ん

の
二に

度ど

目め

の
来ら

い

日に
ち

を
機き

に
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

同ど
う

盟め
い

会か
い

が
東と

う

京き
ょ
うで
設せ

つ

立り
つ

さ
れ
、
汪お

う

兆ち
ょ
う

銘め
い

は
わ
ず
か
２
２
歳さ

い

で
書し

ょ

記き

長ち
ょ
うに
抜ば

っ

擢て
き

さ
れ
た
。
そ
し
て
機き

関か
ん

誌し

「
民み

ん

報ぽ
う

」
で
健け

ん

筆ぴ
つ

を
ふ

る
っ
た
。
２
４
歳さ

い

の
時と

き

に
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
「
革か

く

命め
い

之の

決け
っ

心し
ん

」
に
は

次つ
ぎ

の
一い

っ

節せ
つ

が
あ
る
。

　
革か

く

命め
い

の
決け

っ

心し
ん

は
、
だ
れ
も
が
持も

っ
て
い
る
惻そ

く

陰い
ん

の
情じ

ょ
う、
言い

う
な
ら
ば
困こ

ま

っ
て
い
る
人ひ

と

を
見み

捨す

て
て
お
け
な
い
心し

ん

情じ
ょ
うか
ら

始は
じ

ま
る
も
の
だ
。

　
た
と
え
ば
子こ

供ど
も

が
井い

戸ど

に
落お

ち
て
い
る
と
聞き

け
ば
、
だ
れ

も
が
思お

も

わ
ず
そ
の
子こ

を
救す

く

い
た
く
な
る
だ
ろ
う
。[
２
，
ｐ

９
３]

　

１
９
１
２
（
大た

い

正し
ょ
う

元が
ん

）
年ね

ん

、
辛し

ん

亥が
い

革か
く

命め
い

が
成せ

い

功こ
う

し
、
清し

ん

朝ち
ょ
うは
滅ほ

ろ

び
た
が
、
実じ

っ

権け
ん

は
北ほ

く

洋よ
う

軍ぐ
ん

閥ば
つ

の
総そ

う

帥す
い

袁え
ん

世せ
い

凱が
い

が
握に

ぎ

っ

た
。
そ
の
後ご

の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
政せ

い

情じ
ょ
うに
つ
い
て
、
汪お

う

兆ち
ょ
う

銘め
い

は
「
国こ

く

民み
ん

党と
う

史し

概が
い

論ろ
ん

」
に
お
い
て
次つ

ぎ

の
よ
う
に
論ろ

ん

じ
て
い
る
。[

１
，

ｐ
１
０
３]

　
彼か

れ

（
袁え

ん

世せ
い

凱が
い

）
の
死し

す
る
や
、
部ぶ

下か

の
将

し
ょ
う

領り
ょ
うは
四し

分ぶ
ん

五ご

裂れ
つ

し
て
蜂ほ

う

起き

し
た
。
そ
の
混こ

ん

乱ら
ん

状じ
ょ
う

態た
い

は
、
今こ

ん

日に
ち

に
至い

た

る
ま
で

全ま
っ
たく
収

し
ゅ
う

束そ
く

さ
れ
て
い
な
い
。･･･

そ
れ
以い

来ら
い

北ほ
っ

方ぽ
う

の
反は

ん

革か
く

命め
い

家か

は
大だ

い

軍ぐ
ん

閥ば
つ

と
な
り
、
南な

ん

方ぽ
う

の
変へ

ん

節せ
つ

せ
る
革か

く

命め
い

党と
う

員い
ん

は
小

し
ょ
う

軍ぐ
ん

閥ば
つ

と
な
っ
た･･･

か
く
て
１
４
年ね

ん

、
兵へ

い

乱ら
ん

は
絶た

え
る
こ
と

な
く
、
中

ち
ゅ
う

華か

民み
ん

国こ
く

は
太た

い

陽よ
う

な
き
暗あ

ん

黒こ
く

と
な
っ
た
。

　

１
９
２
１
（
大た

い

正し
ょ
う１
０
）
年ね

ん

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

が
結け

っ

成せ
い

さ

れ
た
。
こ
の
時と

き

、
レ
ー
ニ
ン
の
秘ひ

書し
ょ

マ
ー
リ
ン
が
、
上し

ゃ
ん
は
い海
で

の
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

代だ
い

表ひ
ょ
う

大た
い

会か
い

に
参さ

ん

加か

し
、
孫そ

ん

文ぶ
ん

と
も
会あ

っ
て
、
新し

ん

経け
い

済ざ
い

政せ
い

策さ
く

を
吹ふ

き
込こ

ん
だ
。
ま
た
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

員い
ん

が
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
の
指し

示じ

で
、
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
国こ

く

民み
ん

党と
う

に
入

に
ゅ
う

党と
う

し
、
主し

ゅ

導ど
う

権け
ん

を
と
ろ
う
と
し
て
い
た
。

　

孫そ
ん

文ぶ
ん

の
遺い

書し
ょ

に
あ
る
「
革か

く

命め
い

未い
ま

だ
成せ

い

功こ
う

せ
ず
」
と
は
、
ま

さ
し
く
こ
の
よ
う
な
内な

い

憂ゆ
う

外が
い

患か
ん

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うで
あ
っ
た
。

　

孫そ
ん

文ぶ
ん

の
死し

後ご

、国こ
く

民み
ん

党と
う

右う

派は

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

人じ
ん

物ぶ
つ

と
な
っ
た
の
が
、

蒋し
ょ
う

介か
い

石せ
き

で
あ
っ
た
。
蒋し

ょ
う
は
、
日に

本ほ
ん

陸り
く

軍ぐ
ん

で
４
年ね

ん

ば
か
り
学ま

な

ん
だ
後の

ち

、
１
９
２
４
（
大た

い

正し
ょ
う１
３
）
年ね

ん

に
新あ

た
ら
し
く
設せ

つ

立り
つ

さ
れ

た
黄こ

う

埔ほ

軍ぐ
ん

官か
ん

学が
っ

校こ
う

の
校こ

う

長ち
ょ
うと
な
っ
た
。
長な

が

年ね
ん

の
失し

つ

意い

の
経け

い

験け
ん

か
ら
、
革か

く

命め
い

に
は
近き

ん

代だ
い

的て
き

軍ぐ
ん

事じ

力り
ょ
くが
不ふ

可か

欠け
つ

で
あ
る
と
い
う

孫そ
ん

文ぶ
ん

の
構こ

う

想そ
う

で
あ
っ
た
。

　

蒋
し
ょ
う

介か
い

石せ
き

は
そ
の
前ぜ

ん

年ね
ん

に
ソ
連れ

ん

を
訪ほ

う

問も
ん

し
、
そ
の
侵し

ん

略り
ゃ
く

的て
き

な
意い

図と

を
か
ぎ
つ
け
て
、
孫そ

ん

文ぶ
ん

に
次つ

ぎ

の
よ
う
な
報ほ

う

告こ
く

を
し
て

い
る
。

　
ソ
連れ

ん

は
ま
る
で
誠せ

い

意い

を
持も

っ
て
い
な
い
。･･･

ソ
連れ

ん

共
き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
対た

い

す
る
唯ゆ

い

一い
つ

の
目も

く

的て
き

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

を
そ

の
分ぶ

ん

身し
ん

と
す
る
こ
と･･･

彼か
れ

ら
の
い
わ
ゆ
る
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
か
、
世せ

界か
い

革か
く

命め
い

と
か
も
、
そ
の
実じ

つ

は
ウ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
Ⅱ
世よ

の
帝て

い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

と
な
ん
ら
変か

わ
る
こ
と
な
く
、

た
だ
名な

前ま
え

を
変か

え
て
世せ

間け
ん

を
惑ま

ど

わ
そ
う
と
す
る
も
の
だ
。

[

１
，
ｐ
１
２
１]

　

蒋
し
ょ
う

介か
い

石せ
き

は
孫そ

ん

文ぶ
ん

の
死し

後ご

、
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

勢せ
い

力り
ょ
くの
排は

い

除じ
ょ

に
乗の

り
出だ

す
。
上し

ゃ
ん
は
い海
で
ク
ー
デ
タ
ー
を
起お

こ
し
、
南な

ん

京き
ん

国こ
く

民み
ん

政せ
い

府ふ

を
設せ

つ

立り
つ

し
て
、
武ぶ

漢か
ん

の
国こ

く

民み
ん

党と
う

中ち
ゅ
う

央お
う

と
対た

い

立り
つ

す
る
ま
で
に
至い

た

っ

た
。

　

一い
っ

方ぽ
う

、
汪お

う

兆ち
ょ
う

銘め
い

も
偶ぐ

う

然ぜ
ん

、
ソ
連れ

ん

か
ら
派は

遣け
ん

さ
れ
た
国こ

く

民み
ん

政せ
い

府ふ

最さ
い

高こ
う

顧こ

問も
ん

ボ
ロ
デ
ィ
ン
へ
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
か
ら
の
訓く

ん

令れ
い

の
内な

い

容よ
う

を
知し

り
、
ソ
連れ

ん

の
真し

ん

意い

を
知し

っ
た
。
そ
こ
に
は
、

汪お
う

兆ち
ょ
う

銘め
い

、
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

ら
を
駆く

除じ
ょ

す
る
こ
と
、
ク
ー
デ
タ
ー
後ご

、

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
命め

い

令れ
い

に
従し

た
が
い
党と

う

の
改か

い

組そ

を
行お

こ
な
う
こ
と
、
な

ど
の
内な

い

容よ
う

が
あ
っ
た
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

は
、
ま
さ
し
く
ソ
連れ

ん

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
手て

先さ
き

で
あ
り
、
そ
れ
と
組く

ん
で
い
る
こ
と
は
、

中ち
ゅ
う

国ご
く

の
自じ

主し
ゅ

性せ
い

を
奪う

ば

わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
気き

づ
い
た
。

　

こ
う
し
て
汪お

う

兆ち
ょ
う

銘め
い

と
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

の
見み

方か
た

が
一い

っ

致ち

し
、
両

り
ょ
う

者し
ゃ

は
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
３
２
（
昭

し
ょ
う

和わ

７
）
年ね

ん

、
南な

ん

京き
ん

で
国こ

く

民み
ん

政せ
い

府ふ

を
組そ

織し
き

し
た
。

　

こ
の
前ぜ

ん

年ね
ん

、
満ま

ん

洲し
ゅ
う

事じ

変へ
ん

が
勃ぼ

っ

発ぱ
つ

し
て
い
た
が
、
汪お

う

兆ち
ょ
う

銘め
い

は
「
一い

ち

面め
ん

抵て
い

抗こ
う

、一い
ち

面め
ん

交こ
う

渉し
ょ
う」
と
い
う
基き

本ほ
ん

姿し

勢せ
い

を
示し

め

し
た
。

そ
の
前ぜ

ん

提て
い

は
、
孫そ

ん

文ぶ
ん

の
遺い

訓く
ん

で
も
あ
る
「
日に

っ

中ち
ゅ
う

戦た
た
かう
べ
か

ら
ず
」
で
あ
っ
た
。
汪お

う

兆ち
ょ
う

銘め
い

は
青せ

い

年ね
ん

時じ

代だ
い

に
日に

本ほ
ん

で
、
ア

ジ
ア
の
自じ

立り
つ

と
解か

い

放ほ
う

を
学ま

な

ん
だ
。
現げ

ん

在ざ
い

の
日に

本ほ
ん

は
、
国こ

く

際さ
い

的て
き

な
孤こ

立り
つ

や
経け

い

済ざ
い

的て
き

苦く

境き
ょ
うか
ら
大た

い

陸り
く

進し
ん

出し
ゅ
つを
企た

く
ら
ん
で
い
る
が
、

内な
い

心し
ん

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と
の
協

き
ょ
う

力り
ょ
く、提て
い

携け
い

を
求も

と

め
て
い
る
に
違ち

が

い
な
い
。

軍ぐ
ん

事じ

的て
き

に
は
抵て

い

抗こ
う

し
つ
つ
、
外が

い

交こ
う

的て
き

に
は
妥だ

協き
ょ
うと
歩あ

ゆ

み
寄よ

り

を
求も

と

め
る
。

　

３
３
年ね

ん

（
昭

し
ょ
う

和わ

８
）
年ね

ん

、塘た
ん
く
ー沽
停て

い

戦せ
ん

協き
ょ
う

定て
い

が
締て

い

結け
つ

さ
れ
た
。

３
５
（
昭

し
ょ
う

和わ

１
０
）
年ね

ん

に
は
、
広ひ

ろ

田た

弘こ
う

毅き

外が
い

相し
ょ
うが
議ぎ

会か
い

で
の

施し

政せ
い

演え
ん

説ぜ
つ

で
、
日に

っ

中ち
ゅ
う

双そ
う

方ほ
う

の
「
不ふ

脅き
ょ
う

威い

・
不ふ

侵し
ん

略り
ゃ
く」
を
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うし
、
日に

本ほ
ん

は
ア
ジ
ア
の
諸し

ょ

国こ
く

と
共と

も

に
東と

う

洋よ
う

平へ
い

和わ

お
よ
び
、

秩ち
つ

序じ
ょ

維い

持じ

の
重

じ
ゅ
う

責せ
き

を
分ぶ

ん

担た
ん

す
る
、
と
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
た

　

こ
の
誠せ

い

意い

に
満み

ち
た
演え

ん

説ぜ
つ

は
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

側が
わ

に
好こ

う

感か
ん

を
も
っ
て

迎む
か

え
ら
れ
、
一い

っ

週し
ゅ
う

間か
ん

後ご

、
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

は
次つ

ぎ

の
よ
う
な
声せ

い

明め
い

を

発は
っ

表ぴ
ょ
うし
た
。

　
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
過か

去こ

に
お
け
る
反は

ん

日に
ち

感か
ん

情じ
ょ
うと
日に

本ほ
ん

の
対た

い

支し

優ゆ
う

越え
つ

態た
い

度ど

は
、
共と

も

に
こ
れ
を
是ぜ

正せ
い

す
れ
ば
、
隣り

ん

邦ぽ
う

親し
ん

睦ぼ
く

の
途と

を
進す

す

む

こ
と
が
で
き
よ
う
。
わ
が
同ど

う

胞ほ
う

も
正せ

い

々せ
い

堂ど
う

々ど
う

の
態た

い

度ど

を
以も

っ

て

理り

知ち

と
道ど

う

義ぎ

に
従し

た
がい
、一い

ち

時じ

の
衝

し
ょ
う

動ど
う

と
反は

ん

日に
ち

行こ
う

動ど
う

を
押お

さ
え
、

信し
ん

義ぎ

を
示し

め

し
た
な
ら
ば
、
日に

本ほ
ん

も
ま
た
か
な
ら
ず
や
信し

ん

義ぎ

を

も
っ
て
相あ

い

応お
う

じ
て
く
る
こ
と
と
信し

ん

ず
る
。[

１
，
ｐ
１
９
０]

　

こ
の
よ
う
な
形か

た
ち
で
、
汪お

う

兆ち
ょ
う

銘め
い

と
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

の
指し

導ど
う

の
も
と
、

日に
っ

中ち
ゅ
う

和わ

平へ
い

路ろ

線せ
ん

が
着

ち
ゃ
く

々ち
ゃ
くと
進す

す

め
ら
れ
た
が
、
こ
れ
を
喜よ

ろ
こ
ば

な
い
勢せ

い

力り
ょ
くも
あ
っ
た
。
３
５
（
昭

し
ょ
う

和わ

１
０
）
年ね

ん

１
１
月が

つ

、
国こ

く

民み
ん

党と
う

六ろ
く

中ち
ゅ
う

全ぜ
ん

国こ
く

大た
い

会か
い

で
、
汪お

う

兆ち
ょ
う

銘め
い

は
カ
メ
ラ
マ
ン
に
扮ふ

ん

し

た
刺し

客き
ゃ
くか
ら
３
発ぱ

つ

の
銃

じ
ゅ
う

弾だ
ん

を
受う

け
た
。
危あ

や

う
く
一い

ち

命め
い

は
と
り

と
め
た
が
、
療

り
ょ
う

養よ
う

の
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
渡わ

た

っ
た
。

    

　

日に
っ

中ち
ゅ
う

和わ

平へ
い

を
喜よ

ろ
こ
ば
な
い
勢せ

い

力り
ょ
くの
一ひ

と

つ
に
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

が
あ
っ
た
。
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

は
、
３
０
（
昭

し
ょ
う

和わ

５
）
年ね

ん

か
ら
の
数す

う

次じ

に
わ
た
る
共

き
ょ
う

産さ
ん

軍ぐ
ん

掃そ
う

討と
う

作さ
く

戦せ
ん

を
進す

す

め
、
３
６
年ね

ん

頃ご
ろ

に
は
共

き
ょ
う

産さ
ん

軍ぐ
ん

は
数す

う

万ま
ん

人に
ん

規き

模ぼ

に
ま
で
落お

ち
込こ

み
、
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

の
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

に
よ

れ
ば
、掃そ

う

討と
う

戦せ
ん

は
「
最さ

い

後ご

の
５
分ふ

ん

間か
ん

」
の
段だ

ん

階か
い

に
来き

て
い
た
。

[

３
，
ｐ
３
６
４
－
３
７
４]

　

共
き
ょ
う

産さ
ん

軍ぐ
ん

が
最さ

い

後ご

の
拠よ

り
所ど

こ
ろ
と
し
た
の
が
、「
一い

っ

致ち

抗こ
う

日に
ち

」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

の
民み

ん

族ぞ
く

意い

識し
き

に
訴う

っ
た
え
る
宣せ

ん

伝で
ん

戦せ
ん

で
あ
っ
た
。
各か

く

地ち

で
在ざ

い

留り
ゅ
う

邦ほ
う

人じ
ん

を
狙ね

ら

っ
た
テ
ロ
事じ

件け
ん

が

続ぞ
く

発は
つ

し
、
日に

っ

中ち
ゅ
う

和わ

平へ
い

を
阻は

ば

も
う
と
い
う
動う

ご

き
が
激げ

き

化か

し
た
。

汪お
う

兆ち
ょ
う

銘め
い

は
後の

ち

に
次つ

ぎ

の
よ
う
に
述の

べ
て
い
る
。

　
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
命め

い

令れ
い

を
受う

け
、
階か

い

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲

けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や
日

に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しで
も日

に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでい
ない兄

きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介し
てください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

（３） ２０１９年第５２１１号 	 ３月	３０日	（土曜日）

級き
ゅ
う

闘と
う

争そ
う

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
代か

わ
る
も
の
と
し
て
抗こ

う

日に
ち

を
打う

ち
出だ

し
て
い
た
の
で
す
。
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
が
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
民み

ん

族ぞ
く

意い

識し
き

を
利り

用よ
う

し
て
、
中

ち
ゅ
う

日に
ち

戦せ
ん

争そ
う

を
扇せ

ん

動ど
う

し
て
い
る
と
私わ

た
しは
読よ

み

と
り
ま
し
た
。謀ぼ

う

略り
ゃ
くに
ひ
っ
か
か
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。[

２

上じ
ょ
う，
ｐ
２
４
６]

　

共
き
ょ
う

産さ
ん

軍ぐ
ん

を
「
最さ

い

後ご

の
５
分ふ

ん

間か
ん

」
か
ら
蘇そ

生せ
い

さ
せ
た
の
が
、

３
６
（
昭

し
ょ
う

和わ

１
１
）
年ね

ん

１
１
月が

つ

の
西せ

い

安あ
ん

事じ

件け
ん

で
あ
っ
た
。
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

が
西せ

い

安あ
ん

で
共

き
ょ
う

産さ
ん

軍ぐ
ん

掃そ
う

討と
う

戦せ
ん

を
行

お
こ
な

っ
て
い
る
張

ち
ょ
う

学が
く

良り
ょ
うを
督と

く

励れ
い

す
る
た
め
に
訪お

と
ず
れ
た
時と

き

、
突と

つ

如じ
ょ

逮た
い

捕ほ

監か
ん

禁き
ん

さ
れ
た
。
８
年ね

ん

前ま
え

、
父ち

ち

親お
や

・
張

ち
ょ
う

作さ
く

霖り
ん

を
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

に
爆ば

く

殺さ
つ

さ
れ
、
満ま

ん

洲し
ゅ
うか
ら
追お

わ
れ
た
学が

く

良り
ょ
うは
、
抗こ

う

日に
ち

意い

識し
き

の
盛も

り
上あ

が
り
に
乗じ

ょ
う
じ
て
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

と
通つ

う

じ
た
の
で
あ
る
。

　

共
き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

が
モ
ス
ク
ワ
の
指し

示じ

を
仰あ

お

い
だ
と
こ
ろ
、
ス
タ
ー

リ
ン
は
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

を
釈

し
ゃ
く

放ほ
う

し
、「
連れ

ん

蒋し
ょ
う

抗こ
う

日に
ち

」
を
命め

い

じ
た
。
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

を
殺こ

ろ

せ
ば
、
国こ

く

民み
ん

党と
う

軍ぐ
ん

に
よ
り
中

ち
ゅ
う

共き
ょ
う

軍ぐ
ん

が
壊か

い

滅め
つ

せ
ら

れ
、
汪お

う

兆ち
ょ
う

銘め
い

が
ト
ッ
プ
と
な
る
こ
と
を
恐お

そ

れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

を
殺こ

ろ

す
べ
し
と
考か

ん
が
え
て
い
た
毛も

う

沢た
く

東と
う

は

真ま

っ
赤か

に
な
っ
て
怒お

こ

っ
た
と
伝つ

た

え
ら
れ
て
い
る
。[

３
，
ｐ

３
７
４
－
３
８
０]

　

西せ
い

安あ
ん

事じ

件け
ん

で
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

と
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

と
の
間あ

い
だ
で
ど
の
よ
う
な
密み

つ

約や
く

が
交か

わ
さ
れ
た
の
か
は
分わ

か
っ
て
い
な
い
が
、
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

は

国こ
っ

共き
ょ
う

合が
っ

作さ
く

・
抗こ

う

日に
ち

へ
と
方ほ

う

針し
ん

を
急

き
ゅ
う

転て
ん

換か
ん

し
、
掃そ

う

討と
う

戦せ
ん

を
中

ち
ゅ
う

止し

し
た
。
さ
ら
に
こ
の
７
ヶ
月げ

つ

後ご

の
廬ろ

溝こ
う

橋き
ょ
うで
の
日に

っ

中ち
ゅ
う

両
り
ょ
う

軍ぐ
ん

の
衝

し
ょ
う

突と
つ

が
起お

こ
り
、
こ
こ
に
３
３
年ね

ん

５
月が

つ

の
塘た

ん
く
ー沽
停て

い

戦せ
ん

協き
ょ
う

定て
い

か
ら
４
年ね

ん

２
カ
月げ

つ

に
わ
た
る
日に

っ

中ち
ゅ
う

和わ

平へ
い

の
時じ

期き

は
終お

わ
り
を
遂と

げ
た
。

　
（
３
１
年ね

ん

９
月が

つ

の
満ま

ん

洲し
ゅ
う

事じ

変へ
ん

勃ぼ
っ

発ぱ
つ

か
ら
、
４
５
年ね

ん

８
月が

つ

の

大だ
い

東と
う

亜あ

戦せ
ん

争そ
う

終し
ゅ
う

戦せ
ん

ま
で
を
「
日に

っ

中ち
ゅ
う１
５
年ね

ん

戦せ
ん

争そ
う

」
な
ど
と

称し
ょ
うす
る
言い

い
方か

た

が
あ
る
が
、
こ
の
期き

間か
ん

は
合ご

う

計け
い

し
て
も
１
３

年ね
ん

１
１
カ
月げ

つ

に
し
か
な
ら
ず
、
な
お
か
つ
４
年ね

ん

２
カ
月げ

つ

も
の

和わ

平へ
い

期き

間か
ん

を
無む

視し

し
て
い
る
。学が

く

問も
ん

的て
き

な
用よ

う

語ご

と
い
う
よ
り
、

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
史し

観か
ん

に
基も

と

づ
く
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
用よ

う

語ご

と
解か

い

す

べ
き
で
あ
る
）

　

西せ
い

安あ
ん

事じ

件け
ん

の
直

ち
ょ
く

後ご

、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
療

り
ょ
う

養よ
う

か
ら
帰き

国こ
く

し

た
汪お

う

兆ち
ょ
う

銘め
い

は
、
国こ

く

民み
ん

党と
う

副ふ
く

主し
ゅ

席せ
き

の
地ち

位い

に
つ
い
て
い
た
が
、

戦た
た
かい
の
陰か

げ

で
日に

っ

中ち
ゅ
う

和わ

平へ
い

工こ
う

作さ
く

を
進す

す

め
た
。

　
人ひ

と

々び
と

は
、
簡か

ん

単た
ん

に
抗こ

う

日に
ち

を
国こ

く

内な
い

統と
う

一い
つ

の
手し

ゅ

段だ
ん

に
し
よ
う
な

ど
と
い
う
が
、
抗こ

う

日に
ち

戦せ
ん

争そ
う

で
負ま

け
れ
ば
我わ

れ

々わ
れ

は
滅め

つ

亡ぼ
う

す
る
の

だ
。
い
ち
か
ば
ち
か
の
賭か

け
に
出で

て
滅め

つ

亡ぼ
う

し
た
場ば

合あ
い

誰だ
れ

が
ど

う
責せ

き

任に
ん

を
と
る
の
か
。[

３
上う

え

，
ｐ
１
３
６]

　

蒋
し
ょ
う

介か
い

石せ
き

は
表お

も
て
に
対た

い

日に
ち

抗こ
う

戦せ
ん

を
叫さ

け

び
つ
つ
、
裏う

ら

で
汪お

う

兆ち
ょ
う

銘め
い

に
和わ

平へ
い

工こ
う

作さ
く

を
進す

す

め
さ
せ
、
ま
た
反は

ん

共き
ょ
うを
信し

ん

じ
な
が
ら
、
表

お
も
て

で
容よ

う

共き
ょ
うを
説と

い
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
間か

ん

、
国こ

く

民み
ん

政せ
い

府ふ

軍ぐ
ん

は

上し
ゃ
ん
は
い海、
南な

ん

京き
ん

、
漢か

ん

口こ
う

と
敗は

い

走そ
う

を
続つ

づ

け
、
重

じ
ゅ
う

慶け
い

に
ま
で
追お

い
込こ

ま
れ
た
。
そ
し
て
撤て

っ

退た
い

の
た
び
に
、
南な

ん

京き
ん

、
武ぶ

漢か
ん

、
長

ち
ょ
う

沙さ

な

ど
の
都と

市し

を
焦

し
ょ
う

土ど

作さ
く

戦せ
ん

で
火ひ

の
海う

み

と
し
た
。
こ
の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
う

下か

で
は
、
日に

本ほ
ん

側が
わ

の
条

じ
ょ
う

件け
ん

を
呑の

ん
で
、
和わ

平へ
い

を
選え

ら

ぶ
し
か
な
い

の
だ
が
、
そ
れ
を
す
れ
ば
共

き
ょ
う

産さ
ん

軍ぐ
ん

に
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

打だ

倒と
う

の
口こ

う

実じ
つ

を

与あ
た

え
る
。

　
中

ち
ゅ
う

日に
ち

戦せ
ん

争そ
う

の
見み

通と
お

し
は
明あ

か

る
く
な
い
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

を
救す

く

う
に
は

日に

本ほ
ん

と
の
和わ

平へ
い

し
か
な
い
と
自じ

分ぶ
ん

は
考か

ん
がえ
て
お
り
、
近ち

か

く
重

じ
ゅ
う

慶け
い

を
出で

て
、
別べ

つ

の
地ち

か
ら
和わ

平へ
い

工こ
う

作さ
く

を
手て

が
け
る
つ
も
り

だ
。
ど
こ
に
抜ぬ

け
出だ

そ
う
と
、
戦せ

ん

争そ
う

し
て
い
る
相あ

い

手て

国こ
く

と
和わ

平へ
い

ル
ー
ト
を
つ
く
る
役や

く

割わ
り

は
、
周

し
ゅ
う

囲い

か
ら
非ひ

難な
ん

中ち
ゅ
う

傷し
ょ
うを
受う

け
る
の
み
な
ら
ず
、
危き

険け
ん

も
伴と

も
な
う
に
違ち

が

い
な
い
。
し
か
し
、

自じ

分ぶ
ん

が
身み

を
捨す

て
る
覚か

く

悟ご

で
や
り
遂と

げ
る
つ
も
り
だ
。[

３

上じ
ょ
う、
ｐ
１
６
６]

　

３
９
（
昭

し
ょ
う

和わ

１
４
）
年ね

ん

、
汪お

う

兆ち
ょ
う

銘め
い

は
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

に
対た

い

し
て
、

「
君き

み

は
安あ

ん

易い

な
道み

ち

を
行い

け
、
我わ

れ

は
苦く

難な
ん

の
道み

ち

を
行い

く
」
と
の

書し
ょ

簡か
ん

を
送お

く

り
、
重

じ
ゅ
う

慶け
い

か
ら
ハ
ノ
イ
に
脱だ

っ

出し
ゅ
つし
て
、
以い

後ご

、
単た

ん

独ど
く

で
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

と
の
交こ

う

渉し
ょ
うを
進す

す

め
た
。
そ
れ
は
、
冒ぼ

う

頭と
う

の
言こ

と

葉ば

に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
成せ

い

功こ
う

す
れ
ば
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
国こ

く

民み
ん

に
平へ

い

和わ

を
も
た
ら
す
が
、
失し

っ

敗ぱ
い

す
れ
ば
末ま

つ

代だ
い

ま
で
「
売ば

い

国こ
く

奴ど

」
の
汚お

名め
い

を
着き

せ
ら
れ
る
ま
さ
し
く
「
苦く

難な
ん

の
道み

ち

」
で
あ
っ
た
。

　

汪お
う

兆ち
ょ
う

銘め
い

の
重

じ
ゅ
う

慶け
い

脱だ
っ

出し
ゅ
つと
呼こ

応お
う

し
て
、
雲う

ん

南な
ん

、
四し

川せ
ん

、
西せ

い

康こ
う

、
貴き

州し
ゅ
うの
四よ

ん

省し
ょ
うが
同ど

う

盟め
い

し
て
、
対た

い

日に
ち

和わ

平へ
い

に
立た

ち
上あ

が
る

根ね

回ま
わ

し
が
進す

す

ん
で
い
た
が
、蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

に
阻は

ば

ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

汪お
う

兆ち
ょ
う

銘め
い

は
国こ

く

民み
ん

政せ
い

府ふ

の
分ぶ

ん

裂れ
つ

を
避さ

け
た
か
っ
た
が
、
事こ

と

こ
こ
に
い
た
っ
て
、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

の
援え

ん

助じ
ょ

の
も
と
に
、
翌よ

く

４
０

年ね
ん

、
南な

ん

京き
ん

に
新し

ん

政せ
い

府ふ

を
樹じ

ゅ

立り
つ

し
た
。
し
か
し
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

も
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

政せ
い

権け
ん

と
の
和わ

平へ
い

ル
ー
ト
を
模も

索さ
く

す
る
な
ど
腰こ

し

が
定さ

だ

ま
ら

ず
、
汪お

う

兆ち
ょ
う

銘め
い

政せ
い

府ふ

を
正せ

い

式し
き

に
承

し
ょ
う

認に
ん

し
た
の
は
８
カ
月げ

つ

も
後あ

と

だ
っ
た
。

　

４
１
（
昭

し
ょ
う

和わ

１
６
）
年ね

ん

５
月が

つ

、
来ら

い

日に
ち

し
た
汪お

う

兆ち
ょ
う

銘め
い

は
、

日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

の
熱ね

っ

狂き
ょ
う

的て
き

な
歓か

ん

迎げ
い

に
感か

ん

激げ
き

し
た
。
ま
た
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

売ば
い

国こ
く

奴ど

の
汚お

名め
い

を
着き

て
も
、

汪お
う

兆ち
ょ
う

銘め
い

は
日に

っ

中ち
ゅ
う

和わ

平へ
い

に
賭か

け
た
。
中ち

ゅ
う

国ご
く

の
国こ

く

民み
ん

の
幸し

あ
わ

せ
の
た
め
に
。

１
．
失し

っ

敗ぱ
い

す
れ
ば
、
家か

族ぞ
く

全ぜ
ん

体た
い

が

　
　

末ま
つ

代だ
い

ま
で
も
批ひ

判は
ん

さ
れ
る

２
．
革か

く

命め
い

の
決け

っ

心し
ん

３
．
兵へ

い

乱ら
ん

は
絶た

え
る
こ
と
な
く

８
．
革か

く

命め
い

未い
ま

だ
成せ

い

功こ
う

せ
ず

４
．
ソ
連れ

ん

の
魂こ

ん

胆た
ん

５
．
汪お

う

兆ち
ょ
う

銘め
い

・
蒋し

ょ
う

介か
い

石せ
き

の

　
　

日に
っ

中ち
ゅ
う

和わ

平へ
い

路ろ

線せ
ん

６
．「
最さ

い

後ご

の
５
分ふ

ん

間か
ん

」
か
ら

　
　

蘇そ

生せ
い

し
た
中ち

ゅ
う

共き
ょ
う

軍ぐ
ん

７
．
我わ

れ

は
苦く

難な
ん

の
道み

ち

を
行い

く

皇の
う

に
拝は

い

謁え
つ

し
、
日に

っ

中ち
ゅ
う

間か
ん

の
「
真し

ん

の
提て

い

携け
い

」

を
願ね

が

っ
て
い
る
と
の
お
言こ

と

葉ば

に
、
こ
の
一ひ

と

言こ
と

だ
け
で
訪ほ

う

日に
ち

目も
く

的て
き

の
大た

い

半は
ん

は
達た

っ

せ
ら
れ
た
と

述の

べ
た
。「
日に

っ

中ち
ゅ
う

戦た
た
かう
べ
か
ら
ず
」
と
の
孫そ

ん

文ぶ
ん

の
遺い

訓く
ん

を
抱い

だ

く
汪お

う

兆ち
ょ
う

銘め
い

は
、
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

と
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

に
相あ

い

通つ
う

ず
る
心こ

こ
ろ
を
見み

い
だ
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

　

同ど
う

年ね
ん

１
２
月が

つ

８
日か

、
日に

ち

米べ
い

開か
い

戦せ
ん

。
汪お

う

兆
ち
ょ
う

銘め
い

は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
言い

っ
た
。

　
こ
の
戦せ

ん

争そ
う

は
間ま

違ち
が

い
で
す
。
日に

本ほ
ん

は
ア
メ

リ
カ
と
組く

ん
で
ソ
ビ
エ
ト
と
戦た

た
かわ
ね
ば
な
ら

な
い
の
で
す
。
真し

ん

の
敵て

き

は
ア
メ
リ
カ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
う
し
て
開か

い

戦せ
ん

し
た

以い

上じ
ょ
うわ
が
国こ

く

民み
ん

政せ
い

府ふ

は
お
国く

に

に
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
ま

す
。
同ど

う

生せ
い

共と
も

死し

と
い
う
こ
と
で
す
。[

４
，

ｐ
８
３]

　

４
４
（
昭

し
ょ
う

和わ

１
９
）
年ね

ん

３
月が

つ

、
南な

ん

京き
ん

で

病や
ま
いに
倒た

お

れ
た
汪お

う

兆ち
ょ
う

銘め
い

は
、
名な

古ご

屋や

で
治ち

療
り
ょ
う

を
受う

け
た
が
、
１
１
月が

つ

１
０
日か

帰か
え

ら
ぬ
人ひ

と

と

な
っ
た
。
南な

ん

京き
ん

空く
う

港こ
う

か
ら
公こ

う

館か
ん

ま
で
の
道み

ち

の

り
を
民み

ん

衆し
ゅ
うが
詰つ

め
か
け
て
、
棺ひ

つ
ぎ
を
迎む

か

え
た
。

　

翌よ
く

年と
し

、
日に

本ほ
ん

が
敗や

ぶ

れ
、
南な

ん

京き
ん

政せ
い

府ふ

も
瓦が

解か
い

し
た
。
孫そ

ん

文ぶ
ん

を
祀ま

つ

っ
た
中

ち
ゅ
う

山ざ
ん

陵り
ょ
うの
傍か

た
わ
ら
に
作つ

く

ら
れ
た
汪お

う

兆
ち
ょ
う

銘め
い

の
墓は

か

は
、
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

の
指し

令れ
い

で
爆ば

く

破は

さ
れ
た
。
そ
の
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

も
共

き
ょ
う

産さ
ん

軍ぐ
ん

に
敗や

ぶ

れ
、
や
が
て
台た

い

湾わ
ん

に
逃に

げ
込こ

む
。

　

汪お
う

兆ち
ょ
う

銘め
い

が
国こ

く

民み
ん

革か
く

命め
い

に
一い

っ

生し
ょ
うを
捧さ

さ

げ
て
救す

く

お
う
と
し
た

中ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

民み
ん

に
は
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

独ど
く

裁さ
い

政せ
い

権け
ん

の
も
と
で
、
大だ

い

躍や
く

進し
ん

や
文ぶ

ん

化か

大だ
い

革か
く

命め
い

で
数す

う

千せ
ん

万ま
ん

人に
ん

が
餓が

死し

す
る
な
ど
、
さ
ら
に
過か

酷こ
く

な
運う

ん

命め
い

が
待ま

っ
て
い
た
。
そ
し
て
今い

ま

に
至い

た

る
ま
で
一い

ち

度ど

も

民み
ん

主し
ゅ

選せ
ん

挙き
ょ

で
自み

ず
か
ら
の
政せ

い

府ふ

を
選え

ら

ん
だ
こ
と
が
な
い
と
い
う
点て

ん

で
は
、
清し

ん

朝ち
ょ
う

時じ

代だ
い

の
人じ

ん

民み
ん

と
変か

わ
ら
な
い
。「
革か

く

命め
い

未い
ま

だ
成せ

い

功こ
う

せ
ず
」。 [

ｂ
，
ｃ]

    ■
リ
ン
ク
■

ａ
． 

Ｊ
Ｏ
Ｇ(

０
４
３)　

孫そ
ん

文ぶ
ん

と
日に

本ほ
ん

の
志し

士し

達た
ち

ｂ
． 

Ｊ
Ｏ
Ｇ(

１
０
９) 

中ち
ゅ
う

国ご
く

の
失う

し
な
わ
れ
た
２
０
年ね

ん

（
上じ

ょ
う
）

ｃ
． 

Ｊ
Ｏ
Ｇ(

１
１
０) 

中ち
ゅ
う

国ご
く

の
失う

し
な
わ
れ
た
２
０
年ね

ん

（
下げ

）

ｄ
． 

「
大だ

い

ア
ジ
ア
主し

ゅ

義ぎ

」
講こ

う

演え
ん　

孫そ
ん

文ぶ
ん

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
抹ま

っ

消し
ょ
う）

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

１
． 

「
人ひ

と

わ
れ
を
漢か

ん

奸か
ん

と
呼よ

ぶ
」、
杉す

ぎ

森も
り

久ひ
さ

英ひ
で

、
文ぶ

ん

芸げ
い

春
し
ゅ
ん

秋じ
ゅ
う、
Ｈ
１
０
．
６

２
． 

「
我わ

れ

は
苦く

難な
ん

の
道み

ち

を
行い

く
・
上

じ
ょ
う

下げ

」、
上か

み

坂さ
か

冬ふ
ゆ

子こ

、

講こ
う

談だ
ん

社し
ゃ

、
Ｈ
１
１
．
１
０

３
． 

「
大だ

い

東と
う

亜あ

戦せ
ん

争そ
う

へ
の

道み
ち

」、
中な

か

村む
ら

粲あ
き
ら、
展て

ん

転で
ん

社し
ゃ

、

Ｈ
２
．
１
２

４
． 

「
私わ

た
し
の
見み

た
中

ち
ゅ
う

国ご
く

大た
い

陸り
く

五ご

十じ
ゅ
う

年ね
ん

」、
小こ

山や
ま

武た
け

夫お

、
行

ぎ
ょ
う

政せ
い

問も
ん

題だ
い

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

、
Ｓ
６
１
．

８
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（５） ２０１９年第５２１１号 	 ３月	３０日	（土曜日）

Nome da nova era do Japão 
será divulgado na segunda-
feira às 11h30

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Nova era (29/03/2019)

O povo japonês vai co-
nhecer o nome da nova 
era do país que terá início 
quando o novo imperador 
assumir o trono no dia pri-
meiro de maio.
Yoshihide Suga, secre-
tário-chefe do gabinete, 
revelou que o longo e es-

perado anúncio será fei-
to aproximadamente às 
11h30 de segunda-feira.
Um painel de autoridades 
de alto escalão do governo 
aprovou os procedimentos 
nesta sexta-feira.
A denominação da era é 
comum em muitos aspec-

tos da vida cotidiana e é 
usada para marcar o ano. 
Datas em carteiras de iden-
tificação e de outros do-
cumentos oficiais utilizam 
esse sistema, e não o calen-
dário ocidental.
Algumas pessoas também 
veem o nome da era como 

parte de sua identidade. 
O sistema tem sido usado 
continuamente por mais de 
1.300 anos.
O Japão entrará em uma 
nova era no dia primeiro 
de maio, quando o Prínci-
pe Herdeiro Naruhito assu-
mirá o trono. O Imperador 
Akihito deverá abdicar um 
dia antes, terminando as-
sim a era Heisei.

Secretário-chefe do gabinete japonês fará 
anúncio do nome da era do novo imperador

Nova era  (28/03/2019)

O governo japonês pla-
neja fazer com que seu 
principal porta-voz anun-
cie o nome da era do novo 
imperador do país na pró-
xima segunda-feira, dia 
1º de abril.
O secretário-chefe do 
gabinete Yoshihide Suga 
fará o anúncio após o ga-
binete do primeiro-minis-
tro Shinzo Abe endossar 
o nome da nova era. Em 
seguida, Abe vai tecer co-
mentários a respeito.
Não há regras estabeleci-
das quanto à revelação do 

nome de uma nova era. 
No entanto, o governo 
parece seguir os proce-
dimentos de 1989 para a 
mudança de era, quando o 
então secretário-chefe do 
gabinete Keizo Obuchi se 
encarregou do anúncio.
Normalmente, Suga, na 
condição de porta-voz do 
governo, também reve-
la decisões tomadas pelo 
gabinete.
Na ocasião anterior, Obu-
chi divulgou os comentá-
rios sobre o nome da era 
feitos pelo então premiê 

Comissão independente da Nissan 
pede novo sistema de governança

Japonesa de 10 anos se tornará mais 
jovem jogadora profissional de “Go”

Nissan (29/03/2019)

Cultura (27/03/2019)

Uma comissão indepen-
dente da Nissan pediu que 
a montadora fortaleça o 
papel exercido na empresa 
por conselheiros externos.
Uma comissão de espe-
cialistas finalizou suas 
recomendações e as apre-
sentou ao conselho de ad-
ministração da montadora 
na quarta-feira.
O relatório diz que a con-
centração de poder sobre 
questões de pessoal e re-
muneração nas mãos do 
ex-presidente do conselho 
Carlos Ghosn levou a su-
postas irregularidades.
O documento acrescenta 
que havia sido criada uma 
cultura corporativa na 
qual ninguém podia dizer 
“não”, enfatizando rela-
ções “de cima para bai-
xo”. Ele também ressalta 
que o controle pelo conse-
lho e outros mecanismos 
eram ineficazes.
Para prevenir situações 
semelhantes, o relatório 
propõe que a maioria dos 

Uma japonesa de 10 
anos de idade deve se 
tornar no mês que vem a 
mais jovem jogadora pro-
fissional do jogo asiático 
de tabuleiro “Go”.
Em uma cerimônia na 
capital japonesa na terça-
feira, Sumire Nakamura, 
de Osaka, e outros doze 
jogadores, receberam suas 
licenças “sho-dan”, a pri-
meira no ranking profis-
sional. Os jogadores se 
tornarão profissionais no 
dia 1º de abril.
A Associação de Go do 
Japão, ou Nihon-Ki-in, 
decidiu em janeiro que 
Nakamura poderia se tor-
nar profissional sob uma 
cota especial para promo-

membros do conselho 
consista de conselheiros 
com independência, que 
sejam especialistas. O 
documento também reco-
menda que o presidente 
das reuniões do órgão seja 
um conselheiro externo, e 
que a Nissan acabe com 
o cargo de presidente do 
conselho.
O relatório sugere ainda 
que a reserva financeira 
disponibilizada ao CEO 
seja extinta. Ghosn teria 
utilizado esses recursos 
para pagamentos inapro-
priados a um empresário 
saudita.
Em uma declaração divul-
gada na quarta-feira, um 
representante de Ghosn 
disse que o relatório visa 
prevenir a integração da 
aliança Nissan-Renault. 
Diz também que o objeti-
vo do documento é ocul-
tar o desempenho cada 
vez mais fraco da monta-
dora japonesa.

ver jogadores que consi-
gam rivalizar com campe-
ões da China e Coreia do 
Sul, onde o jogo também 
é muito popular.
Nakamura disse que pre-
tende se tornar uma das 
melhores jogadoras do 
mundo.
Risa Ueno, de Tóquio, 
será a terceira mais jovem 
jogadora profissional, 
com 12 anos e 9 meses de 
idade. Ela terminou em 
primeiro lugar o teste de 
recrutamento para atletas 
do sexo feminino.
Ueno disse que agradece 
às pessoas que a apoiaram 
e espera conquistar títulos 
no jogo.

Noboru Takeshita. Desta 
vez, porém, Shinzo Abe 
deve divulgar seus co-
mentários por conta pró-
pria.
Enquanto isso, o governo 
faz os ajustes finais para 
nomear nove integrantes 
do painel que vai avaliar 
os nomes que concor-
rem, antes da aprovação 
do gabinete. Inclui-se aí, 
por exemplo, o nome do 
professor Shinya Yama-
naka, da Universidade de 
Kyoto, que é ganhador do 
Prêmio Nobel.

Anteriormente, o gover-
no tinha nomeado vários 
acadêmicos para que pro-
pusessem nomes para a 
nova era.
Ela era terá início em 1º 
de maio no Japão, quan-
do o príncipe herdeiro 
Naruhito subirá ao trono. 
O imperador Akihito vai 
abdicar em 30 de abril, 
encerrando, desse modo, 
a Era Heisei. O nome da 
nova era será anunciado 
um mês antes de seu iní-
cio.

Ministério japonês descobre mais casos 
de violação da lei trabalhista envolvendo 
empregadores de estagiários estrangeiros

Coreia do Sul (29/03/2019)

O Ministério da Justiça 
do Japão descobriu mais 
de 700 novos casos de 
supostas violações da lei 
trabalhista envolvendo 
empregadores de trainees 
técnicos estrangeiros, que 
fugiram de empresas.
O ministério examinou 
novamente os resultados 

de entrevistas feitas no 
período entre janeiro de 
2017 e setembro de 2018 
com 5.218 trainees, que 
fugiram de seus locais de 
trabalho.
Autoridades já tinham 
conhecimento sobre vio-
lações da lei envolvendo 
empregadores de 38 des-

ses estagiários.
As autoridades afirmam, 
agora, que outros 721 trai-
nees podem ter sido obri-
gados a trabalhar sob con-
dições ilegais, incluindo 
não pagamento de salários 
e horas extras excessivas. 
O ministério disse que 
transmitiu os resultados a 
escritórios de inspeção de 
normas trabalhistas.
Segundo o ministério, 
uma nova análise dos re-
gistros mostrou que 171 
estagiários estrangeiros 
morreram em 6 anos des-

de 2012. Houve um au-
mento de 43 pessoas em 
relação aos dados inicial-
mente recebidos.
A questão do desapareci-
mento de trainees estran-
geiros se tornou um tema 
de discussão em uma 
sessão do Parlamento no 
final do ano passado. A 
legislação para permitir 
a entrada de mais traba-
lhadores estrangeiros no 
país foi aprovada durante 
a sessão.

Presidente do Parlamento da Coreia 
do Sul sugere novamente que 
imperador do Japão peça desculpas

Coreia do Sul   (27/03/2019)

O presidente da Assem-
bleia Nacional da Coreia 
do Sul repetiu sua suges-
tão de que o imperador 
do Japão peça desculpas 
às chamadas mulheres de 
conforto.
Moon Hee-sang fez o co-
mentário pela primeira 
vez no mês passado. O 

governo japonês exigiu 
um pedido de desculpas e 
uma retratação, mas ele se 
recusou a fazê-lo.
O novo comentário de 
Moon foi feito em um en-
trevista ao jornal Hankyo-
reh publicada na quarta-
feira.
Ele sugeriu que o Japão 

não entendeu sua inten-
ção verdadeira, e afirmou 
que a Alemanha se tornou 
líder da Europa apesar de 
ter sido derrotada na Se-
gunda Guerra Mundial 
porque pediu perdão por 
todos os problemas que 
causou, e continua a se 
desculpar.

Moon Hee-sang reiterou 
que o problema funda-
mental seria resolvido se 
o premiê Shinzo Abe ou 
o imperador Akihito ofe-
recessem um simples pe-
dido de desculpas às mu-
lheres.
O secretário-chefe do Ga-
binete, Yoshihide Suga, 
disse a jornalistas na quar-
ta-feira que as declarações 
do presidente da Assem-
bleia são claramente ina-
propriadas e que sequer 
deseja comentá-las.

Companhias  japonesas  na  Coreia do  Sul  exortam 
Moon  Jae-in  a  melhorar  relações  entre  os  dois  países

Coreia do Sul (29/03/2019)

Companhias japonesas 
que operam na Coreia do 
Sul exortaram o presidente 
Moon Jae-in a tomar me-
didas de modo a melhorar 
as relações entre os dois 
países.
O gabinete presidencial da 
Coreia do Sul disse que 
Moon se encontrou com 
representantes de empre-

sas estrangeiras estabele-
cidas no país, incluindo 
companhias japonesas e 
americanas, na quinta-fei-
ra.
Tomoyuki Moriyama, 
chefe do Seoul Japan Clu-
be, falou com o presidente. 
A organização conta com 
uma lista de associados de 
cerca de 400 companhias 

japonesas com base na 
Coreia do Sul. Moriyama 
enfatizou a contribuição 
feita pelas companhias 
japonesas à economia sul-
coreana através de uma 
série de investimentos. 
Ele indicou que as compa-
nhias associadas ao Seoul 
Japan Club empregam 
cerca de 50.000 trabalha-

dores na Coreia do Sul.
Moriyama solicitou que 
Moon tomasse medidas 
apropriadas de modo que 
as relações deterioradas 
entre Tóquio e Seul não 
afetem os negócios das 
companhias japonesas.
Moon respondeu que os 
intercâmbios econômicos 
e a política necessitam ser 
separados, e ele espera 
que haja mais trocas eco-
nômicas entre empreen-
dimentos japoneses e sul-
coreanos.
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ん

機き

材ざ
い

一い
っ

式し
き

の
整せ

い

備び

を
決け

っ

定て
い

し
た
。

　

今こ
ん

月げ
つ

１
３
日に

ち

、
ロ
ラ
イ
マ

州し
ゅ
う

政せ
い

庁ち
ょ
う

に
て
、
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

と
同ど

う

州し
ゅ
う

保ほ

健け
ん

局き
ょ
くと
の
間あ

い
だ

で
機き

材ざ
い

整せ
い

備び

計け
い

画か
く

の
贈ぞ

う

与よ

契け
い

約や
く

署し
ょ

署し
ょ

名め
い

式し
き

が
行お

こ
な

わ
れ
た
。
供

き
ょ
う

与よ

限げ
ん

度ど

額が
く

は
７
万ま

ん

７
４
１
０
米べ

い

ド
ル
。
医い

療り
ょ
う

関か
ん

連れ
ん

機き

器き

一い
っ

式し
き

の
整せ

い

備び

に
よ
り
、
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
避ひ

難な
ん

民み
ん

の
患か

ん

者じ
ゃ

増ぞ
う

加か

に
対た

い

う
り
ず
ん
会か

い

な
ど
若わ

か

手て

に
も

協き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
も
ら
い
力ち

か
ら
を
合あ

わ

せ
た
お
陰か

げ

で
順

じ
ゅ
ん

調ち
ょ
うに
進す

す

ん
だ
」

と
微

ほ
ほ
え

笑
ん
だ
。

　

同ど
う

会か
い

は
「
協

き
ょ
う

和わ

、
そ
し
て

共と
も

に
学ま

な

び
合あ

う
」
と
い
う
趣し

ゅ

旨し

の
も
と
、
１
９
９
２
年ね

ん

に

創そ
う

立り
つ

。
玉た

ま

城ぐ
す
く

流り
ゅ
う

玉ぎ
ょ
く

扇せ
ん

会か
い

、

玉た
ま

城ぐ
す
く

流り
ゅ
う

小こ

太た

郎ろ
う

会か
い

、
玉た

ま

城
ぐ
す
く

流り
ゅ
うて
だ
の
会か

い

、
玉た

ま

城ぐ
す
く

流り
ゅ
うて
だ

伯は
く

洋よ
う

の
会か

い

、
太た

圭か

流り
ゅ
う

華は
な

の

会か
い

が
所し

ょ

属ぞ
く

し
、
流

り
ゅ
う

派は

を
越こ

え

て
研け

ん

鑽さ
ん

を
深ふ

か

め
て
い
る
。
本ほ

ん

来ら
い

は
２
年ね

ん

前ま
え

に
式し

き

典て
ん

を
行お

こ
な
う

予よ

定て
い

だ
っ
た
が
、
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

応お
う

す
る
と
共と

も

に
、
伯は

く

人じ
ん

患か
ん

者じ
ゃ

に
対た

い

す
る
医い

療り
ょ
う

環か
ん

境き
ょ
う

改か
い

善ぜ
ん

が
期き

待た
い

さ
れ
る
。

　

署し
ょ

名め
い

式し
き

に
は
、
関せ

き

口ぐ
ち

総そ
う

領
り
ょ
う

事じ

、
ア
イ
ル
ト
ン
・
ヴ
ァ
ン

デ
ル
レ
イ
同ど

う

州し
ゅ
う

保ほ

健け
ん

局き
ょ
く

長
ち
ょ
う

が
署し

ょ

名め
い

権け
ん

者し
ゃ

と
し
て
、
山や

ま

田だ

彰あ
き
ら

駐ち
ゅ
う

伯は
く

大た
い

使し

、
ア
ン
ト
ニ

オ
・
デ
ナ
リ
ウ
ム
同ど

う

州し
ゅ
う

知ち

事じ

が
立た

ち

会あ
い

人に
ん

と
し
て
署し

ょ

名め
い

し

た
。
そ
の
他ほ

か

、
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

ら
約や

く

１
０
０
人に

ん

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。

署
しょ

名
めい

式
しき

の様
よう

子
す

（提
てい

供
きょう

写
しゃ

真
しん

）

野
や

外
がい

プールが充
じゅう

実
じつ

したホテルの様
よう

子
す

（同
どう

ホテルサイトより）

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協
き
ょ
う

会か
い

（
与よ

儀ぎ

昭あ
け

雄お

会か
い

長ち
ょ
う）は
「
３

月が
つ

度ど

定て
い

例れ
い

役や
く

員い
ん

会か
い

」
を
２
８

日に
ち

、
援え

ん

協き
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ

ビ
ル
で
開か

い

催さ
い

し
た
。
今こ

年と
し

、
創そ

う

立り
つ

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
る
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

は
記き

念ね
ん

事じ

業ぎ
ょ
うに
向む

け
た
準

じ
ゅ
ん

備び

を
本ほ

ん

格か
く

化か

さ
せ
て
お
り
、
７
月が

つ

中ち
ゅ
うに

聖せ
い

市し

議ぎ

会か
い

で
の
式し

き

典て
ん

開か
い

催さ
い

を

検け
ん
と

討う

し
て
い
る
。

　

各か
く

委い

員い
ん

会か
い

、
各か

く

施し

設せ
つ

報ほ
う

告こ
く

で
は
、
市し

と
の
提て

い

携け
い

事じ

業
ぎ
ょ
う

と
し
て
児じ

童ど
う

の
社し

ゃ

会か
い

教き
ょ
う

育い
く

を

実じ
っ

施し

し
て
き
た
奄あ

ま
み美
事じ

業
ぎ
ょ
う

所し
ょ

が
、
７
月が

つ

の
契け

い

約や
く

終し
ゅ
う

了り
ょ
うを

以も

っ
て
現げ

ん

在ざ
い

の
活か

つ

動ど
う

を
終

し
ゅ
う

了
り
ょ
う

す
る
と
報ほ

う

告こ
く

。
そ
れ
以い

降こ
う

の

在あ

り
方か

た

に
つ
い
て
は
、
今こ

ん

後ご

検け
ん
と

討う

さ
れ
る
。

　

自じ

閉へ
い

症し
ょ
う

児じ

療り
ょ
う

育い
く

施し

設せ
つ

は
、

自じ

閉へ
い

症し
ょ
うに
関か

ん

す
る
啓け

い

発は
つ

を
目も

く

的て
き

と
し
て
「
自じ

閉へ
い

症し
ょ
う

週し
ゅ
う

間か
ん

」

を
展て

ん

開か
い

。
４
月が

つ

２
〜
７
日か

に

か
け
て
、
パ
ウ
リ
ス
タ
大お

お

通ど
お

り
で
の
行こ

う

進し
ん

や
、
講こ

う

演え
ん

会か
い

・

討と
う

論ろ
ん

会か
い

等な
ど

を
実じ

っ

施し

す
る
。

　

福ふ
く

祉し

部ぶ

は
、
昨さ

く

年ね
ん

に
続つ

づ

く

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

福ふ
く

祉し

団だ
ん

体た
い

フ
ォ
ー

ラ
ム
の
第だ

い

２
回か

い

目め

を
５
月が

つ

２
９
日に

ち

に
開か

い

催さ
い

す
る
と
発は

っ

表ぴ
ょ
う。

前ぜ
ん

回か
い

の
反は

ん

省せ
い

を
踏ふ

ま
え
て
議ぎ

論ろ
ん

重じ
ゅ
う

視し

の
方ほ

う

針し
ん

で
、
各か

く

テ
ー

マ
に
添そ

っ
て
３
０
分ぷ

ん

ず
つ
議ぎ

論ろ
ん

　
　
　
　
　

◎

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

会か
い

議ぎ

の
新し

ん

企き

画か
く

、
連れ

ん

続ぞ
く

講こ
う

演え
ん

会か
い

「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
歴れ

き

史し

物も
の

語が
た
り」
の
第だ

い

１

回か
い

が
２
６
日に

ち

に
開か

い

催さ
い

さ
れ
、

１
０
数す

う

人に
ん

が
参さ

ん

加か

し
た
と
い

う
。
講こ

う

演え
ん

し
た
徳と

く

力り
き

啓け
い

三ぞ
う

理り

事じ

長ち
ょ
うに
よ
れ
ば
、
午ご

前ぜ
ん

は
質し

つ

問も
ん

を
受う

け
な
が
ら
徳と

く

力り
き

さ
ん

が
話は

な

し
、
午ご

後ご

は
座ざ

談だ
ん

会か
い

方ほ
う

式し
き

で
意い

見け
ん

交こ
う

換か
ん

を
し
て
、「
有ゆ

う

意い

義ぎ

な
話は

な
し

が
で
き
た
」
と
の

こ
と
。
た
だ
し
、
会か

い

話わ

が
盛も

り
上あ

が
り
す
ぎ
て
「
予よ

定て
い

さ

れ
て
い
た
３
割わ

り

程て
い

度ど

し
か
話

は
な
し

が
進す

す

ま
な
か
っ
た
」
と
か
。
こ

れ
か
ら
毎ま

い

月つ
き

最さ
い

終し
ゅ
う

火か

曜よ
う

日び

に
、
１
１
月が

つ

ま
で
８
回か

い

連れ
ん

続ぞ
く

で
続つ

づ

け
る
と
い
う
。
興

き
ょ
う

味み

の

あ
る
方か

た

、
次じ

回か
い

は
４
月が

つ

３
０

日に
ち

（
火か

）
な
の
で
、
ふ
る
っ
て

ご
参さ

ん

加か

を
。

役
やく

員
いん

会
かい

の様
よう

子
す

４
歳さ

い

か
ら
９
２
歳さ

い

ま
で
出し

ゅ
つ

演え
ん

県け
ん

人じ
ん

会か
い

発は
っ

展て
ん

を
支さ

さ

え
る
立た

て

役や
く

者し
ゃ

　

ヴ
ァ
ン
デ
ル
レ
イ
保ほ

健け
ん

局
き
ょ
く

長ち
ょ
う
は
「
こ
の
支し

援え
ん

は
友ゆ

う

愛あ
い

・

自じ

由ゆ
う

・
民み

ん

主し
ゅ

の
精せ

い

神し
ん

を
世せ

界か
い

に
拡ひ

ろ

げ
る
誠ま

こ
と

に
偉い

大だ
い

な
行こ

う

為い

で
あ
り
、
当と

う

州し
ゅ
うに
と
っ
て
も

大お
お

き
な
栄え

い

誉よ

」
と
謝し

ゃ

意い

を
述の

べ
、
本ほ

ん

計け
い

画か
く

を
迅じ

ん

速そ
く

に
実じ

っ

行こ
う

に
移う

つ

す
こ
と
を
確か

く

約や
く

し
た
。

　

関せ
き

口ぐ
ち

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

は
「
病

び
ょ
う

院い
ん

の

質し
つ

向こ
う

上じ
ょ
うは
人ひ

と

々び
と

の
健け

ん

康こ
う

の
向こ

う

上じ
ょ
うに
直ち

ょ
っ
け
つ結
す
る
。
と
り
わ
け

産さ
ん

科か

病び
ょ
う

院い
ん

は
新あ

ら

た
な
命い

の
ち

を
生う

難な
ん

民み
ん

急き
ゅ
う

増ぞ
う

で
逼ひ

っ

迫ぱ
く

の
ロ
ラ
イ
マ
州し

ゅ
う

産さ
ん

科か

病び
ょ
う

院い
ん

に
医い

療り
ょ
う

機き

材ざ
い

供き
ょ
う

与よ

奄あ
ま
み美

事じ

業ぎ
ょ
う

所し
ょ

は
７
月が

つ

で
活か

つ

動ど
う

終し
ゅ
う

了り
ょ
う

創そ
う

立り
つ

６
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

は
７
月が

つ

中ち
ゅ
う

に
ブ
ル
ー
ツ
リ
ー
温お

ん

泉せ
ん

リ
ゾ
ー
ト
付づ

き

安や
す

永な
が

さ
ん
に
聴き

く
移い

民み
ん

史し

ツ
ア
ー

み
育は

ぐ
く

む
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
施し

設せ
つ

」
と
強

き
ょ
う

調ち
ょ
う。「
ア
マ
ゾ
ン
移い

住じ
ゅ
う

９
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

の
年と

し

に
、
同ど

う

院い
ん

へ
の
機き

材ざ
い

供き
ょ
う

与よ

を
通つ

う

じ
て
医い

療り
ょ
う

環か
ん

境き
ょ
うの
改か

い

善ぜ
ん

に
寄き

与よ

で
き
る
こ

と
を
喜よ

ろ
こ

ば
し
く
思お

も

う
」
と
語か

た

　

旅り
ょ

行こ
う

会が
い

社し
ゃ

の
ト
レ
ン
デ
ィ

ツ
ー
リ
ズ
モ
（
関せ

き

根ね

い
つ

子こ

代だ
い

表ひ
ょ
う）
が
４
月が

つ

１
９
日に

ち

〜

２
１
日に

ち

の
パ
ス
コ
ア
（
イ
ー

ス
タ
ー
）
三さ

ん

連れ
ん

休き
ゅ
うに
行お

こ
な

う
ツ

ア
ー
の
参さ

ん

加か

者し
ゃ

を
募ぼ

集し
ゅ
うし
て

い
る
。

　

ツ
ア
ー
は
ブ
ル
ー
ツ
リ
ー

パ
ー
ク
リ
ン
ス
協

き
ょ
う

賛さ
ん

の
『
安や

す

永な
が

さ
ん
に
聴き

く
ブ
ラ
ジ
ル
移い

民み
ん

史し

＆
温お

ん

泉せ
ん

リ
ゾ
ー
ト
満ま

ん

喫き
つ

３
日に

ち

間か
ん

』。
温お

ん

泉せ
ん

が
楽た

の

し
め

る
上う

え

に
、「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

の

父ち
ち

」
上う

え

塚つ
か

周し
ゅ
う

平へ
い

氏し

の
生せ

い

前ぜ
ん

を

知し

る
数か

ず

少す
く

な
い
古こ

参さ
ん

・
安や

す

永な
が

忠た
だ

邦く
に

さ
ん
（
二に

世せ
い

、
９
８
）

に
話は

な
し

を
聞き

き
、
移い

民み
ん

ゆ
か
り

の
地ち

を
巡め

ぐ

る
。

　

同ど
う

ホ
テ
ル
は
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

に
も
人に

ん

気き

が
高た

か

く
、
高こ

う

級き
ゅ
う

感か
ん

あ
ふ
れ
る
雰ふ

ん

囲い

気き

の
中な

か

、
の

ん
び
り
で
き
る
温お

ん

泉せ
ん

リ
ゾ
ー

ト
施し

設せ
つ

が
評

ひ
ょ
う

判ば
ん

だ
。

　

忠た
だ

邦く
に

さ
ん
は
、
戦せ

ん

時じ

中
ち
ゅ
う

も
隠か

く

れ
て
日に

本ほ
ん

語ご

を
教お

し

え
続つ

づ

け
て
き
た
移い

民み
ん

史し

の
生い

き
字じ

引び

き
的て

き

存そ
ん

在ざ
い

。
関せ

き

根ね

代だ
い

表ひ
ょ
うは

「
面お

も

白し
ろ

い
ツ
ア
ー
だ
と
注

ち
ゅ
う

目も
く

度ど

が
高た

か

い
。
温お

ん

泉せ
ん

を
ゆ
っ
た

り
楽た

の

し
め
、
貴き

重ち
ょ
うな
移い

民み
ん

史し

を
ご
本ほ

ん

人に
ん

か
ら
聞き

く
こ
と
が

出で

来き

ま
す
よ
」
と
参さ

ん

加か

を
呼よ

び
か
け
て
い
る
。

　

旅り
ょ

行こ
う

代だ
い

金き
ん

は
１
３
５
０
レ

ア
ル
（
２
名め

い

一い
っ

室し
つ

）。
２
歳さ

い

ま
で
は
無む

料り
ょ
う、
３
〜
１
１

歳さ
い

ま
で
は
３
５
０
レ
の
み
。

問と
い

合あ
わ

せ
は
同ど

う

社し
ゃ

（
電で

ん

話わ

＝

１
１
・
３
２
８
７
・
７
０
７
２

／
メ
ー
ル
＝isek

in
e@

trendy.com
.br

）
ま
で
。

草
くさ
の根

ね
支
し
援
えん

満
まん

員
いん

の会
かい

場
じょう

で創
そう

立
りつ

25 周
しゅう

年
ねん

祝
いわ

うブラジル
琉
りゅう

球
きゅ う

舞
ぶ

踊
よ う

協
きょ う

会
か い

（７） ２０１９年第５２１１号  ３月 ３０日 （土曜日）

カチャーシーでは会
かい

場
じょう

一
いっ

体
たい

となり踊
おど

った

っ
た
。

　

山や
ま

田だ

大た
い

使し

は
「
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
くな
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに
あ
る
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
国こ

く

民み
ん

と
避ひ

難な
ん

民み
ん

流
り
ゅ
う

入に
ゅ
うに
よ
る
周

し
ゅ
う

辺へ
ん

国こ
く

へ
の
影え

い

響
き
ょ
う

を
懸け

念ね
ん

し
て
お
り
、
こ
れ
ら

へ
の
支し

援え
ん

を
継け

い

続ぞ
く

す
る
用よ

う

意い

が
あ
る
」
と
話は

な

し
、「
こ
の

援え
ん

助じ
ょ

が
生せ

い

活か
つ

向こ
う

上じ
ょ
うの
一い

ち

助じ
ょ

と

な
り
日に

っ

伯ぱ
く

関か
ん

係け
い

が
更さ

ら

に
強

き
ょ
う

化か

さ
れ
れ
ば
」
と
期き

待た
い

し
た
。

　

デ
ナ
リ
ウ
ム
同ど

う

州し
ゅ
う

知ち

事じ

は

「
保ほ

健け
ん

医い

療り
ょ
う

サ
ー
ビ
ス
に
裨ひ

益え
き

す
る
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

に
よ
る
今こ

ん

回か
い

の
支し

援え
ん

は
我わ

れ

々わ
れ

の
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

関か
ん

係け
い

の
更さ

ら

な
る
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
一い

っ

歩ぽ

」

と
話は

な

し
、
ア
マ
ゾ
ン
移い

住
じ
ゅ
う

９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
る
同ど

う

州し
ゅ
うと

日に

本ほ
ん

と
の
更さ

ら

な
る
関か

ん

係け
い

発は
っ

展て
ん

に
期き

待た
い

を
寄よ

せ
た
。

援
え ん

協
きょう

役
や く

員
い ん

会
か い

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

祭さ
い

典て
ん

等な
ど

の
取と

り
組く

み
に
よ
り
延え

ん

期き

。

こ
の
た
び
の
開か

い

催さ
い

と
な
っ
た
。

す
る
。
人じ

ん

生せ
い

を
終お

え
る
た
め
の
準

じ
ゅ
ん

備び

活か
つ

動ど
う

「
終

し
ゅ
う

活か
つ

」
も
議ぎ

題だ
い

と
な
る
。

　

そ
の
他ほ

か

、
イ
ペ
ラ
ン
ジ
ア

ホ
ー
ム
は
、
先せ

ん

月げ
つ

の
ダ
リ
ア

祭ま
つ

り
の
結け

っ

果か

を
報ほ

う

告こ
く

。
昨さ

く

年ね
ん

に
続つ

づ

き
、
山や

ま

形が
た

県け
ん

川か
わ

西に
し

町ち
ょ
うの
ダ
リ
ア
栽さ

い

培ば
い

専せ
ん

門も
ん

家か

・

五い
が
ら
し
十
嵐
正ま

さ

孝た
か

氏し

が
指し

導ど
う

に
あ

た
り
、
３
千せ

ん

８
０
０
株か

ぶ

が
満ま

ん

開か
い

と
な
り
盛せ

い

況き
ょ
うで
終

し
ゅ
う

了り
ょ
うし
た
。

藤ふ
じ

村む
ら

運う
ん

営え
い

委い

員い
ん

長ち
ょ
うは
「
立り

っ

派ぱ

な
ダ
リ
ア
園え

ん

を
何な

ん

年ね
ん

も
続つ

づ

け

た
い
」
と
意い

気き

込ご

ん
だ
。

　

な
お
、
友ゆ

う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

を

除の
ぞ

く
２
月が

つ

度ど

決け
っ

算さ
ん

は
約や

く

１
３
９
万ま

ん

８
千せ

ん

レ
の
赤あ

か

字じ

。

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

を
含ふ

く

ん
だ
全ぜ

ん

体た
い

で

は
約や

く

７
４
３
万ま

ん

レ
の
黒く

ろ

字じ

と

な
っ
た
。
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